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７ 参加者の状況等                                 

（Ⅰ）参加者数 
プロジェクト別参加者数 

 
参 加 者 数 

合計 主な事業の参加者数 

アート 
プロジェクト 
（39事業） 

57,932人 

●倉田翠 ／ 指揮者が出てきたら拍手をしてください  1,133人 
●テリー・ライリー ／ テリー・ライリー・コンサート   655人 
●村川拓也 ／ 仕事と働くことを演じる２  622人 
●川島拓人 ／ ファッション・ショー「”We see us”」  506人 
●さいたま和太鼓振興会 ／ さいたま和太鼓振興会 演奏会  410人 

ほか 

市民 
プロジェクト 
（147事業） 

233,501人 

●さいたまアーツセンタープロジェクト２０２３＊    99,323人 
●アーツ・さいたま・きたまち  33,108人 
●創発 in さいたま  30,540人 
●公募プログラム   2,097人 
●応援プロジェクト  68,403人 
●全国芸術祭サポーターズミーティング   30人 

連携 
プロジェクト 
（59事業） 

152,314人 

●さいたま市教育委員会 ／ 図書館芸術祭  66,821人 
●さいたま市文化協会 ／ 第16回文化フェスティバル  2,169人 
●埼玉県立近代美術館 ／ 企画展「イン・ビトウィーン」・「アーティスト・プロ

ジェクト#2.07」  8,500人 
●さいたま市美術家協会 ／ さいたま市の美術家展２０２３  1,276人 
●宇宙劇場 ／ 芸術になった星空 ゴッホ『ローヌ川の星月夜』  719人 

ほか 

その他 
関連事業 

（18事業） 
47,073人 

●市民活動サポートセンター ／ 夏祭り飾りde活動紹介パネル展でのＰＲ 
20,660人 

●与野本町・浦和コミュニティセンター ／ 児童・生徒絵画作品展でのＰＲ 
11,852人 

●市内文化施設で行われた公演でのＰＲ   3,432人 
●市内で開催された夏祭り等でのＰＲ  2,276人 
●JR大宮駅構内 ／ 鉄道ふれあいフェアでのＰＲ   6,000人 
●大宮門街・イオンモール与野・伊勢丹浦和店／会期前イベント  1,271人 

ほか 

計 
（263事業）  490,820人 

※アートプロジェクト、市民プロジェクト、連携プロジェクトの参加者数の詳細は、一部を除き第３章「プロジェクト
の展開・概要」に掲載。 
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（Ⅱ）開催効果調査分析 
（１）認知度調査 

（ⅰ）実施概要 
① 調査目的 

会期前（2023 年 7 月）、会期中（2023 年 11 月）、会期後（2023 年 12 月）に、市内主要駅（４
駅）周辺において、それぞれ国際芸術祭開催の認知度アンケート（インタビュー）調査を行い、
調査時期毎の変化を調査・分析する。 
 

② 調査概要 
◆調査実施日 

 
◆調査地点 

 
◆調査方法 
調査地点において、無作為に通行人に対し質問紙を用いて対面式のアンケートを実施 

◆調査回収サンプル数 

 
 

③ 調査内容 
Q1．  さいたま国際芸術祭 2023 の認知度 
Q2．  さいたま国際芸術祭 2023 の認知経路 
Q3．  さいたま国際芸術祭 2023 体験プログラムへの参加意向 
Q3-1．さいたま国際芸術祭 2023 体験プログラムへの不参加意向理由 
Q4.  さいたま国際芸術祭 2023 の鑑賞意向 
Q4-1．さいたま国際芸術祭 2023 の不鑑賞意向理由 
Q5.  文化芸術への関心度 
Q6．  芸術祭、美術館・美術展の来場頻度 
F1-F6. 調査回答者属性（性別、年代、未既婚、職業、居住地、勤務地域） 

 

調査日 調査時間
会期前 令和5年 7月15日（土） 10:00〜18:00
会期中 令和5年11月11日（土） 10:00〜18:00
会期後 令和5年12月16日（土） 10:00〜18:00

大宮駅 浦和駅 武蔵浦和駅 岩槻駅
会期前 東口ロータリー 東口ロータリー 東口・西口ロータリー 東口ロータリー
会期中 東口ロータリー 東口ロータリー 東口・西口ロータリー 東口ロータリー
会期後 東口ロータリー 東口ロータリー 東口・西口ロータリー 東口ロータリー

会期前 195s
会期中 203s
会期後 206s
合計 604s
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（ⅱ）調査結果 
【Q1.さいたま国際芸術祭 2023 の認知度】＜単一回答＞ 
・『さいたま国際芸術祭 2023』について「具体的な内容まで知っている」または「言葉は聞いた

ことがある、もしくはロゴマークは見たことがあるが具体的な内容は知らない」と回答した『認
知層』は、会期後は 21.9％となっており、会期前に比べて 9.1％上昇した。 

・『さいたま国際芸術祭 2023』を「知らない」と回答した人は、会期前より 9.0％減少した。 

【Q1.さいたま国際芸術祭 2023 の認知度】＜単一回答＞＊調査地点別 
・調査地点別にみると、『さいたま国際芸術祭 2023』を「具体的な内容まで知っている」または、

「言葉は聞いたことがある、もしくはロゴマークは見たことがあるが具体的な内容は知らない」
と回答した『認知層』のうち、岩槻駅で会期後が 30.3％と最も高く、会期中に比べ 15.0％上昇
した。 

・一方、大宮駅は会期前〜会期後の間で、変化がほとんど見られず、浦和駅、武蔵浦和駅につい
ては認知層が減少した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

21.9％ 

12.8％ 

具体的な内容まで知っている
言葉は聞いたことがある、もしくはロゴマークは見たことがあるが具体的な内容は知らない
知らない
その他

4.1

1.9

12.2

17.0

14.3

83.7

81.1

85.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前
（49s）

会期中
（53s）

会期後
（49s）

武蔵浦和

14.3％ 

2.0

12.5

10.0

13.2

87.5

88.0

86.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前
（48s）

会期中
（50s）

会期後
（53s）

大宮

13.2％ 

4.0

3.8

10.7

12.0

11.5

19.6

84.0

84.6

69.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前
（50s）

会期中
（52s）

会期後
（56s）

岩槻

30.3％ 

15.3％ 

4.2

12.5

4.2

2.1

25.0

25.0

93.8

62.5

70.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前
（48s）

会期中
（48s）

会期後
（48s）

浦和

29.2％ 

37.5％ 
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【Q2.さいたま国際芸術祭 2023 の認知経路】＜複数回答＞ 
・『さいたま国際芸術祭 2023』について、「具体的な内容まで知っている」または、「言葉は聞い

たことがある、もしくはロゴマークは見たことはあるが具体的な内容は知らない」と回答した
人に対して、『さいたま国際芸術祭 2023』の認知経路を尋ねた。 

・会期前調査では「駅にあるポスターや掲示物」（36.0％）が最も高く、次いで「市の広報誌」（20.0％）、
「家族、友人、知人から」（20.0％）と続く。 

・会期中は「市役所等の公共施設にあるポスターや掲示物」、会期後は「駅にあるポスター」や、
「市の広報誌」、「SNS」、「その他」が最も高くなった。中でも、「SNS」は会期中と比べ、10％
以上上昇した。 

 

36.0

4.0

12.0

4.0

8.0

8.0

4.0

20.0

8.0

4.0

4.0

0.0

20.0

12.0

11.9

2.4

26.2

21.4

14.3

0.0

0.0

16.7

14.3

0.0

4.8

2.4

16.7

2.4

13.3

0.0

8.9

11.1

4.4

11.1

0.0

13.3

6.7

2.2

11.1

13.3

8.9

13.3

0% 10% 20% 30% 40%

駅にあるポスターや掲示物

駅にあるチラシ・パンフレット

市役所等の公共施設にあるポスターや掲示物

市役所等の公共施設にあるチラシ・パンフレット

商店やスーパー等にあるポスターや掲示物、チラシ・パンフレット

新聞

雑誌・フリーペーパー

市の広報誌

TV

ラジオ

WEB・HP

SNS

家族・友人・知人から

その他

会期前（25s）
会期中（42s）
会期後（45s）

 

その他の回答例 

＜会期前＞ ・学校  ・イベントに参加したことがある ・高島デパートの奥の方で旗を見た 

＜会期中＞ ・実際に（会場の）前を通って 

＜会期後＞ ・会場の前を通って ・仕事の関係 ・学校からの配布物で 
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【Q3. さいたま国際芸術祭 2023 体験プログラムへの参加意向・参加有無】＜単一回答＞ 
・『さいたま国際芸術祭 2023』について、「知っている」または、「言葉は聞いたことがある、も

しくはロゴマークは見たことはあるが具体的な内容は知らない」と回答した人に対して、体験
プログラムへの参加意向を尋ねた。 

・会期中は「是非参加してみたいと思う」「まあ参加してみたいと思う」と、参加意向がある層は
66.6％となっており、会期前に比べて 30.6％上昇した。 

・会期後は体験プログラムへの参加有無を尋ねたところ、実際に「参加した」と回答した人は 6.7％
となり、「参加していない」人が 9 割を占める結果となった。 

19.0

47.6

14.3

11.9

7.1

会期中（42s）
是非参加してみたいと思う

まあ参加してみたいと思う

どちらとも言えない

あまり参加してみたいと思わない

全く参加してみたいと思わない

既に参加したことがある

（％）

20.0

16.0

28.0

16.0

20.0

会期前（25s）

是非参加してみたいと思う

まあ参加してみたいと思う

どちらとも言えない

あまり参加してみたいと思わない

全く参加してみたいと思わない

（％）

66.6％ 

36.0％ 

6.7

93.3

会期後（45s）

参加した

参加しなかった

（％）6.7％ 
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【Q3-1. さいたま国際芸術祭 2023 体験プログラムへの不参加意向理由】＜複数回答＞ 
・Q3 にて、『さいたま国際芸術祭 2023』体験プログラムに「あまり参加してみたいと思わない」

「全く参加してみたいと思わない」（会期前・会期中）、「参加しなかった」（会期後）と回答し
た人に対して、不参加意向の理由を尋ねた。 

・会期前では「国際芸術祭に興味・関心がないため」、「文化芸術そのものに興味・関心がないた
め」が 33.3％となっており、会期中は「自宅から会場まで遠いため」、「作品を見ることを楽し
みたいため」、「その他」が 25.0％、会期後は「プログラムに参加する時間がないため」が 26.2％
と最も高くなった。国際芸術祭や文化芸術への興味がない人は、会期中、会期後で減少してい
ることがうかがえる。 

 

22.2

11.1

22.2

33.3

33.3

0.0

0.0

25.0

12.5

0.0

0.0

12.5

25.0

25.0

23.8

26.2

14.3

23.8

9.5

2.4

9.5

0% 10% 20% 30% 40%

自宅から会場まで遠いため

プログラムに参加する時間がないため

参加したいと思えるプログラムではないため

国際芸術祭に興味・関心がないため

文化芸術そのものに興味・関心がないため

作品を見ることを楽しみたいため

その他

会期前（9s）

会期中（8s）

会期後（42s）

 

その他の回答例 

＜会期中＞ ・具体的に知らないから ・小さい子どもがおり、作品に触らないか心配 

＜会期後＞ ・自分の好きな内容でないため ・腰痛のため ・内容が良く分からないため 

         ・子連れで（赤ちゃん）行くのは気がひけるため ・値段が高いため 
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【Q4.さいたま国際芸術祭 2023 の鑑賞意向・鑑賞有無】＜単一回答＞ 
・『さいたま国際芸術祭 2023』の鑑賞意向を尋ねたところ、「是非行きたいと思う」、「まあ行きた

いと思う」を合わせた鑑賞意向がある人は、会期中において 39.0％となり、会期前と比べて 4.1％
上昇した。一方、「あまり行きたいと思わない」または「全く行きたいと思わない」を合わせた
鑑賞意向がない層は、25.6％となった。 

・会期後は国際芸術祭の鑑賞有無を尋ねたところ、実際に「行った」と回答した人は 8.9％となり、
「行かなかった」人が 9 割を占める結果となった。 

8.9

91.1

会期後（45s）

行った

行かなかった

（％）

9.4

29.6

35.5

16.7

8.9

会期中（42s）
是非行きたいと思う

まあ行きたいと思う

どちらとも言えない

あまり行きたいと思わない

全く行きたいと思わない

既に行ったことがある

（％）

7.2

27.7

42.1

15.9

7.2

会期前（25s）
是非行きたいと思う

まあ行きたいと思う

どちらとも言えない

あまり行きたいと思わない

全く行きたいと思わない

（％）

39.0％ 

34.9％ 
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【Q4-1. さいたま国際芸術祭 2023 の不鑑賞意向理由】＜複数回答＞ 
・『さいたま国際芸術祭 2023』について、「あまり行きたいと思わない」または「全く行きたいと

思わない」（会期前・会期中）、「行かなかった」（会期後）と回答した人に対して、不鑑賞意向
の理由を尋ねた。 

・会期前・会期中は「国際芸術に興味・関心がないため」が 3 割以上を占め最も高かったが、会
期後は「行く時間がないため」が 34.1％と最も高く、次いで「国際芸術に興味・関心がないた
め」（26.8％）、「自宅から会場まで遠いため」（22.0％）となった。 

 
  

13.3

20.0

2.2

2.2

0.0

0.0

40.0

22.2

17.8

17.3

13.5

1.9

5.8

1.9

0.0

32.7

23.1

23.1

22.0

34.1

2.4

0.0

4.9

4.9

26.8

2.4

14.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅から会場まで遠いため

行く時間がないため

チケット料金が高いため

混雑しているため

見たいと思える作品がないため

見たいアーティストの作品がないため

国際芸術祭に興味・関心がないため

文化芸術そのものに興味・関心がないため

その他

会期前（45s）
会期中（52s）
会期後（41s）
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【Q5.文化芸術への関心度】＜単一回答＞ 
・文化芸術への興味関心を尋ねたところ、会期前の「非常にある」、「ややある」を合わせた『関

心がある』人は、65.1％となったが、会期中は 61.1％、会期後は 51.9％と減少した。 
・一方、文化芸術への関心が「あまりない」「全くない」を合わせた『関心がない』人は、会期後

が 28.6％と最も高くなった。 

【Q6.芸術祭、美術館・美術展の鑑賞頻度】＜単一回答＞ 
・日頃の芸術祭、美術館・美術展の鑑賞頻度を尋ねた。会期前・会期中は「芸術祭、美術館・美

術展には(ほとんど)行かない」が 3 割を占めていたが、会期後は 27.7％となり、会期中と比べ
て 10.2％減少した。 

・一方、会期後において「2‐3 年に 1 回程度」と回答した人は 22.8％と、会期中と比べて 11.5％
増加した。 

 

24.1

21.7

15.0

41.0

39.4

36.9

13.8

13.8

19.4

14.4

17.7

19.9

6.7

7.4

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前（195s）

会期中（203s）

会期後（206s）

非常にある ややある どちらとも言えない あまりない 全くない

4.6

3.9

3.4

8.2

8.4

8.7

17.9

18.7

15.5

16.9

19.7

21.8

13.3

11.3

22.8

39.0

37.9

27.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前（195s）

会期中（203s）

会期後（206s）

月に1回以上 2-3ヵ月に1回程度

半年に1回程度 1年に1回程度

2-3年に1回程度 芸術祭、美術館・美術展には（ほとんど）行かない

65.1％ 

61.1％ 

51.9％ 28.6％ 
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【Q6.芸術祭、美術館・美術展の鑑賞頻度】＜単一回答＞＊認知層別 
・鑑賞頻度を認知層別でみると、『認知層』の１年に１回以上、芸術祭、美術館・美術展を鑑賞し

ている人は、会期後は 55.5％となり、会期中と比べて 20.6％減少している。 
・一方、『非認知層』の１年に１回以上、芸術祭、美術館・美術展を鑑賞している人は、会期後は

47.9％となっており、会期中と比べて 3.7％高い。国際芸術祭について知らない人でも、1 年あ
たりの鑑賞頻度が増えていることがうかがえる。 

  

2.2

3.7

13.3

7.5

22.2

13.7

17.8

23.0

22.2

23.0

22.2

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知層
（45s）

非認知層
（161s）

会期後

月に1回以上 2-3ヵ月に1回程度

半年に1回程度 1年に1回程度

2-3年に1回程度 芸術祭、美術館・美術展には（ほとんど）行かない

16.0

2.9

12.0

7.6

20.0

17.6

16.0

17.1

12.0

13.5

24.0

41.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知層
（25s）

非認知層
（170s）

会期前

11.9

1.9

11.9

7.5

33.3

14.9

19.0

19.9

9.5

11.8

14.3

44.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知層
（42s）

非認知層
（161s）

会期中

55.5％ 

76.1％ 

44.2％ 

47.9％ 
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■回答者属性 
【性別】 

 
【年代】 

 
【未既婚】 

13.3

14.8

12.6

16.9

16.7

17.5

16.4

16.3

16.5

12.8

11.8

12.6

15.9

16.3

17.0

11.8

12.3

12.1

12.8

11.8

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会期前（195s）

会期中（203s）

会期後（206s）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

44.1

43.8

43.2

55.9

56.2

56.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会期前（195s）

会期中（203s）

会期後（206s）

未婚 既婚

50.8

48.8

50.5

49.2

51.2

49.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会期前（195s）

会期中（203s）

会期後（206s）

男性 女性
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【職業】 

 
【居住地】 

 
【勤務地域】（職業が専業主婦/主夫、学生、年金生活者/無職を除く） 

67.7

66.0

68.0

21.5

24.6

15.0

4.1

2.5

8.7

0.5

0.5
1.9

3.6

2.0

1.0

2.6

4.4

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前（195s）

会期中（203s）

会期後（206s）

さいたま市内 埼玉県内 東京都 神奈川県 千葉県 その他

40.7

34.2

40.0

19.5

17.9

16.9

31.7

38.5

35.4

1.6

0.8

3.3
1.7

1.5

3.3

7.7

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前（123s）

会期中（117s）

会期後（130s）

さいたま市内 埼玉県内 東京都 神奈川県 千葉県 その他

4.6

1.5

1.9

33.3

42.9

47.6

1.0

0.5

3.1

3.4
1.5

6.2

1.0

1.0

13.3

7.9

10.2

1.5

0.5

1.0

9.2

11.8

10.7

20.5

22.7

18.9

7.2

7.9

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会期前（195s）

会期中（203s）

会期後（206s）

会社役員/経営者 会社員 派遣社員 自営業/自由業 公務員

パート/アルバイト フリーター 専業主婦・主夫 学生 年金生活者/無職
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（ⅲ）【参考】調査票（全２ページ） 
① 会期前 

 

１．10時～　２．11時～　 ３．12時～　４. 13時～  

５. 14時～　６．15時～　 ７．16時～  ８．17時～　　 調査員No.

Ｑ１．あなたは今年の10月7日から開催される「さいたま国際芸術祭2023」についてどの程度知っていますか（○は1つ）【カード1】

Ｑ２．【Ｑ１で「1」または「2」と回答した方】「さいたま国際芸術祭2023」について、「どこで」もしくは「何で」お知りになりましたか

       （もしくはお聞きになりましたか）（〇はいくつでも）【カード2】     

Ｑ３．【Ｑ１で「1」または「2」と回答した方】文化芸術を気軽に体験できるプログラムがあったら参加してみたいと思いますか（○は1つ）【カード3】

Ｑ３-１．【Ｑ３で「4」または「5」と回答した方】参加してみたいと思わない理由は何ですか（〇はいくつでも）【カード4】

Ｑ４．「さいたま国際芸術祭2023」に、行ってみたいと思いますか（○は1つ）【カード5】

Ｑ４-１．【Ｑ４で「4」または「5」と回答した方】「さいたま国際芸術祭2023」に行きたいと思わない理由は何ですか（〇はいくつでも） 【カード6】

裏面へつづく⇒

さいたま国際芸術祭2023　第1回　認知度調査

No.

はじめに　「さいたま国際芸術祭2023」についてお伺いします

調査
日程

調査
時間

調査
地点

1.大宮　　2.浦和

3.武蔵浦和　4.岩槻
7/15（土）

1. 駅にあるポスターや掲示物 2. 駅にあるチラシ・パンフレット

3. 市役所等の公共施設にあるポスターや掲示物 4. 市役所等の公共施設にあるチラシ・パンフレット

5. 商店やスーパー等にあるポスターや掲示物、チラシ・パンフレット 6. 新聞 7. 雑誌・フリーペーパー

8．市の広報誌 9. TV 10. ラジオ 11. WEB・HP 12．SNS 13. 家族・友人・知人から

14. その他 →__________________________________________________

1. 具体的な内容まで知っている 2. 言葉は聞いたことがある、もしくはロゴマークは見たことがあるが具体的な内容は知らない

3. 知らない⇒（Ｑ４へ） 4. その他 → _________________________________________

1. 是非行きたいと思う⇒（Ｑ５へ） 2. まあ行きたいと思う⇒（Ｑ５へ） 3. どちらとも言えない⇒（Ｑ５へ）

4. あまり行きたいと思わない⇒（Ｑ４-１へ） 5. 全く行きたいと思わない⇒（Ｑ４-１へ）

1. 是非参加してみたいと思う⇒（Ｑ４へ） 2. まあ参加してみたいと思う⇒（Ｑ４へ） 3. どちらとも言えない⇒（Ｑ４へ）

4. あまり参加してみたいと思わない⇒（Ｑ３-１へ） 5. 全く参加してみたいと思わない⇒（Ｑ３-１へ）

1. 自宅から会場まで遠いため 2. 行く時間がないため 3. チケット料金が高いため

4．混雑しているため 5. 見たいと思える作品がないため 6．見たいアーティストの作品がないた

め

7. 国際芸術祭に興味・関心がないため 8．文化芸術そのものに興味・関心がないため

9．その他→_____________________________________________________

1. 自宅から会場まで遠いため 2．プログラムに参加する時間がないため

3．参加したいと思えるプログラムではないため 4．国際芸術祭に興味・関心がないため

5．文化芸術そのものに興味・関心がないため 6．作品を見ることを楽しみたいため

7．その他→________________________________________________
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Ｑ５．あなたの文化芸術への興味、関心について教えてください（○は1つ）【カード7】

Ｑ６．あなたは芸術祭、美術館・美術展にどのくらいの頻度で行きますか（○は1つ）【カード8】

Ｆ１．性別 F２．年代【カード9】

Ｆ３．職業【カード10】

Ｆ４．未既婚

Ｆ５．お住まいの地域【カード11】

Ｆ６．【専業主婦・主夫、学生、年金生活者/無職を除く】勤務地域【カード12】

次に、文化芸術への関心についてお伺いします

最後に、あなたご自身のことについてお伺いします

以上で終了です。　　お忙しいところご協力頂き誠にありがとうございました。

1．未婚 2．既婚

1. 会社役員/経営者 2. 会社員 3. 派遣社員 4. 自営業/自由業 5. 公務員 6. パート/アルバイト

7. フリーター 8. 専業主婦・主夫 9. 学生 10. 年金生活者/無職 11. その他（ ）

1. 非常にある 2. ややある 3. どちらとも言えない 4. あまりない 5. 全くない

1. 10代 2. 20代 3. 30代 4. 40代 5. 50代 6. 60代 7. 70代以1．男性 2．女性 3．その他

1. さいたま市内 2. 埼玉県内(さいたま市除く/具体的な市 市) 3. 東京都

4. 神奈川県 5. 千葉県 6. その他（具体的に： 都・道・府・県 ）

1. さいたま市内 2. 埼玉県内(さいたま市除く/具体的な市 市) 3. 東京都

4. 神奈川県 5. 千葉県 6. その他（具体的に： 都・道・府・県 ）

1. 月に1回以上 2. 2-3ヵ月に1回程度 3. 半年に1回程度 4. 1年に1回程度 5. 2-3年に1回程度

6. 芸術祭、美術館・美術展には（ほとんど）行かない
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② 会期中 

１．10時～　２．11時～　 ３．12時～　４. 13時～  

５. 14時～　６．15時～　 ７．16時～  ８．17時～　　 調査員No.

Ｑ１．あなたは今年の10月7日から開催される「さいたま国際芸術祭2023」についてどの程度知っていますか（○は1つ）【カード1】

Ｑ２．【Ｑ１で「1」または「2」と回答した方】「さいたま国際芸術祭2023」について、「どこで」もしくは「何で」お知りになりましたか

       （もしくはお聞きになりましたか）（〇はいくつでも）【カード2】     

Ｑ３．【Ｑ１で「1」または「2」と回答した方】文化芸術を気軽に体験できるプログラムがあったら参加してみたいと思いますか（○は1つ）【カード3】

Ｑ３-１．【Ｑ３で「4」または「5」と回答した方】参加してみたいと思わない理由は何ですか（〇はいくつでも）【カード4】

Ｑ４．「さいたま国際芸術祭2023」に、行ってみたいと思いますか（○は1つ）【カード5】

Ｑ４-１．【Ｑ４で「4」または「5」と回答した方】「さいたま国際芸術祭2023」に行きたいと思わない理由は何ですか（〇はいくつでも） 【カード6】

さいたま国際芸術祭2023　第2回　認知度調査

No.

はじめに　「さいたま国際芸術祭2023」についてお伺いします

調査
日程

調査
時間

調査
地点

1.大宮　　2.浦和

3.武蔵浦和　4.岩槻

1．11/11
（土）
2．11/18
（土）

1. 駅にあるポスターや掲示物 2. 駅にあるチラシ・パンフレット

3. 市役所等の公共施設にあるポスターや掲示物 4. 市役所等の公共施設にあるチラシ・パンフレット

5. 商店やスーパー等にあるポスターや掲示物、チラシ・パンフレット 6. 新聞 7. 雑誌・フリーペーパー

8．市の広報誌 9. TV 10. ラジオ 11. WEB・HP 12．SNS 13. 家族・友人・知人から

14. その他 →__________________________________________________

1. 具体的な内容まで知っている 2. 言葉は聞いたことがある、もしくはロゴマークは見たことがあるが具体的な内容は知らない

3. 知らない⇒（Ｑ４へ） 4. その他 → _________________________________________

1. 是非行きたいと思う⇒（Ｑ５へ） 2. まあ行きたいと思う⇒（Ｑ５へ） 3. どちらとも言えない⇒（Ｑ５へ）

4. あまり行きたいと思わない⇒（Ｑ４-１へ） 5. 全く行きたいと思わない⇒（Ｑ４-１へ）

6．既に行ったことがある⇒（Ｑ５へ）

1. 是非参加してみたいと思う⇒（Ｑ４へ） 2. まあ参加してみたいと思う⇒（Ｑ４へ） 3. どちらとも言えない⇒（Ｑ４へ）

4. あまり参加してみたいと思わない⇒（Ｑ３-１へ） 5. 全く参加してみたいと思わない⇒（Ｑ３-１へ）

6．既に参加したことがある⇒（Ｑ４へ）

1. 自宅から会場まで遠いため 2. 行く時間がないため 3. チケット料金が高いため

4．混雑しているため 5. 見たいと思える作品がないため 6．見たいアーティストの作品がないた

め

7. 国際芸術祭に興味・関心がないため 8．文化芸術そのものに興味・関心がないため

9．その他→_____________________________________________________

1. 自宅から会場まで遠いため 2．プログラムに参加する時間がないため

3．参加したいと思えるプログラムではないため 4．国際芸術祭に興味・関心がないため

5．文化芸術そのものに興味・関心がないため 6．作品を見ることを楽しみたいため

7．その他→________________________________________________
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Ｑ５．あなたの文化芸術への興味、関心について教えてください（○は1つ）【カード7】

Ｑ６．あなたは芸術祭、美術館・美術展にどのくらいの頻度で行きますか（○は1つ）【カード8】

Ｆ１．性別【カード9】 F２．年代【カード10】

Ｆ３．職業【カード11】

Ｆ４．未既婚【カード12】

Ｆ５．お住まいの地域【カード13】

Ｆ６．【専業主婦・主夫、学生、年金生活者/無職を除く】勤務地域【カード14】

【Ｑ１で「1」「2」と回答した方】⇒全ての調査が終わったら「さいたま国際芸術祭2023」のクリアファイルとチラシを渡したうえで、調査終了とする

【Ｑ１で「3」と回答した方】⇒全ての調査が終わったら「さいたま国際芸術祭2023」のクリアファイルとチラシを渡したうえで、

                                   　簡単なご紹介・ご説明をし、調査終了とする

次に、文化芸術への関心についてお伺いします

以上で終了です。　　お忙しいところご協力頂き誠にありがとうございました。

最後に、あなたご自身のことについてお伺いします

1．未婚 2．既婚

1. 会社役員/経営者 2. 会社員 3. 派遣社員 4. 自営業/自由業 5. 公務員 6. パート/アルバイト

7. フリーター 8. 専業主婦・主夫 9. 学生 10. 年金生活者/無職 11. その他（ ）

1. 非常にある 2. ややある 3. どちらとも言えない 4. あまりない 5. 全くない

1. 10代 2. 20代 3. 30代 4. 40代 5. 50代 6. 60代 7. 70代以1．男性 2．女性 3．その他

1. さいたま市内 2. 埼玉県内(さいたま市除く/具体的な市 市) 3. 東京都

4. 神奈川県 5. 千葉県 6. その他（具体的に： 都・道・府・県 ）

1. さいたま市内 2. 埼玉県内(さいたま市除く/具体的な市 市) 3. 東京都

4. 神奈川県 5. 千葉県 6. その他（具体的に： 都・道・府・県 ）

1. 月に1回以上 2. 2-3ヵ月に1回程度 3. 半年に1回程度 4. 1年に1回程度 5. 2-3年に1回程度

6. 芸術祭、美術館・美術展には（ほとんど）行かない
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③ 会期後 

１．10時～　２．11時～　 ３．12時～　４. 13時～  

５. 14時～　６．15時～　 ７．16時～  ８．17時～　　 調査員No.

Ｑ１．あなたは今年の10月7日から開催された「さいたま国際芸術祭2023」についてどの程度知っていますか（○は1つ）【カード1】

Ｑ２．【Ｑ１で「1」または「2」と回答した方】「さいたま国際芸術祭2023」について、「どこで」もしくは「何で」お知りになりましたか

       （もしくはお聞きになりましたか）（〇はいくつでも）【カード2】     

Ｑ３．【Ｑ１で「1」または「2」と回答した方】文化芸術を気軽に体験できるプログラムに参加しましたか（○は1つ）【カード3】

Ｑ３-１．【Ｑ３で「2」と回答した方】参加しなかった理由は何ですか（〇はいくつでも）【カード4】

Ｑ４．あなたは「さいたま国際芸術祭2023」に行きましたか（○は1つ）【カード5】

Ｑ４-１．【Ｑ４で「2」と回答した方】「さいたま国際芸術祭2023」に行かなかった理由は何ですか（〇はいくつでも） 【カード6】

さいたま国際芸術祭2023　第3回　認知度調査

調査
日程

1．12/16
（土） 調査

時間
調査
地点

1.大宮　　2.浦和

3.武蔵浦和　4.岩槻

No.

2．12/23
（土）

はじめに　「さいたま国際芸術祭2023」についてお伺いします

1. 駅にあるポスターや掲示物 2. 駅にあるチラシ・パンフレット

3. 市役所等の公共施設にあるポスターや掲示物 4. 市役所等の公共施設にあるチラシ・パンフレット

5. 商店やスーパー等にあるポスターや掲示物、チラシ・パンフレット 6. 新聞 7. 雑誌・フリーペーパー

8．市の広報誌 9. TV 10. ラジオ 11. WEB・HP 12．SNS 13. 家族・友人・知人から

14. その他 →__________________________________________________

1. 具体的な内容まで知っている 2. 言葉は聞いたことがある、もしくはロゴマークは見たことがあるが具体的な内容は知らない

3. 知らない⇒（Ｑ４へ） 4. その他 → _________________________________________

1. 行った⇒（Ｑ５へ） 2．行かなかった⇒（Ｑ４―１へ）

1. 参加した⇒（Ｑ４へ） 2．参加しなかった⇒（Ｑ３―１へ）

1. 自宅から会場まで遠いため 2. 行く時間がないため 3. チケット料金が高いため

4．混雑しているため 5. 見たいと思える作品がないため 6．見たいアーティストの作品がないため

7. 国際芸術祭に興味・関心がないため 8．文化芸術そのものに興味・関心がないため

9．その他→_____________________________________________________

1. 自宅から会場まで遠いため 2．プログラムに参加する時間がないため

3．参加したいと思えるプログラムではないため 4．国際芸術祭に興味・関心がないため

5．文化芸術そのものに興味・関心がないため 6．作品を見ることを楽しみたいため

7．その他→________________________________________________
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Ｑ５．あなたの文化芸術への興味、関心について教えてください（○は1つ）【カード7】

Ｑ６．あなたは芸術祭、美術館・美術展にどのくらいの頻度で行きますか（○は1つ）【カード8】

Ｆ１．性別【カード9】 F２．年代【カード10】

Ｆ３．職業【カード11】

Ｆ４．未既婚【カード12】

Ｆ５．お住まいの地域【カード13】

Ｆ６．【専業主婦・主夫、学生、年金生活者/無職を除く】勤務地域【カード14】

【Ｑ１で「1」「2」と回答した方】⇒全ての調査が終わったら「さいたま国際芸術祭2023」のステッカーを渡したうえで、調査終了とする
【Ｑ１で「3」と回答した方】⇒全ての調査が終わったら「さいたま国際芸術祭2023」のステッカーを渡したうえで、
                                    簡単なご紹介・ご説明をし、調査終了とする

最後に、あなたご自身のことについてお伺いします

次に、文化芸術への関心についてお伺いします

以上で終了です。　　お忙しいところご協力頂き誠にありがとうございました。

1．未婚 2．既婚

1. 会社役員/経営者 2. 会社員 3. 派遣社員 4. 自営業/自由業 5. 公務員

6. パート/アルバイト 7. フリーター 8. 専業主婦・主夫 9. 学生 10. 年金生活者/無職

11. その他（ ）

1. 非常にある 2. ややある 3. どちらとも言えない 4. あまりない 5. 全くない

1. 10代 2. 20代 3. 30代 4. 40代 5. 50代 6. 60代 7. 70代以1．男性 2．女性 3．その他

1. さいたま市内 2. 埼玉県内(さいたま市除く/具体的な市 市) 3. 東京都

4. 神奈川県 5. 千葉県 6. その他（具体的に： 都・道・府・県 ）

1. さいたま市内 2. 埼玉県内(さいたま市除く/具体的な市 市) 3. 東京都

4. 神奈川県 5. 千葉県 6. その他（具体的に： 都・道・府・県 ）

1. 月に1回以上 2. 2-3ヵ月に1回程度 3. 半年に1回程度 4. 1年に1回程度 5. 2-3年に1回程度

6. 芸術祭、美術館・美術展には（ほとんど）行かない
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（２）来場者調査 
（ⅰ）実施概要 

① 調査目的 
・さいたま国際芸術祭 2023 の会場である「旧市民会館おおみや」と「氷川の杜ひろば（大宮図

書館）」の２会場で来場者へアンケート（インタビュー）調査を行い、さいたま国際芸術祭 2023
の満足度や要望、意見等を把握する。 

 
② 調査概要 
◆調査実施日 

調査日 回収サンプル数 

10 月 

22 日 （日） 108s 

28 日 （土） 108s 

29 日 （日） 110s 

11 月 

4 日 （土） 142s 

5 日 （日） 143s 

25 日 （土） 138s 

合計 749s 

 
◆調査地点 
1．旧市民会館おおみや 
2．氷川の杜ひろば（大宮図書館） 

 
◆調査方法 
・各会場、作品を鑑賞し終えた来場者に対して、質問紙を用いた対面式アンケートを実施 

 
◆調査項目 
1. 「さいたま国際芸術祭 2023」の来場回数 
2. 「さいたま国際芸術祭 2023」の認知経路 
3. 「さいたま国際芸術祭 2023」の来場理由 
4. 文化芸術への興味関心度合い 
5. 芸術祭、美術館・美術展への鑑賞頻度 
6. 「さいたま国際芸術祭 2023」の鑑賞した会場、参加したプログラム会場 
7. 最も興味を引いた会場、作品名 
8. 来場時の同伴者 
9. 来場時の同伴人数 
10. 滞在日数、宿泊費、宿泊場所 
11. 来場までの交通手段 
12. 消費額（総額/さいたま市内） 
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13. 購入したチケットの種類 
14. チケット料金の評価 
15. 運営スタッフの対応評価 
16. 希望する開催時期 
17. 「さいたま国際芸術祭 2023」の全体評価 
18. 「さいたま国際芸術祭 2023」の開催効果 
19. 「さいたま国際芸術祭 2023」が与える影響 
20. 「さいたま国際芸術祭 2023」の再来場評価 
21. 次の開催に期待すること、要望など 
22. さいたま市のイメージ 
23. 性別 
24. 年代 
25. 職業 
26. 未既婚 

 
（ⅱ）調査結果 

調査結果については、質問項目に対して、単一回答の場合は「性別」、「年代」、「お住まいの地
域」、「文化芸術への興味関心度」別でクロス集計を行った。文化芸術の興味関心度については、
「非常にある」「ややある」「どちらとも言えない」「あまりない」「全くない」という回答選択肢
のうち、「非常にある」「ややある」と回答している人たちを、「興味・関心あり」とし、「あまり
ない」「全くない」と回答している人たちを「興味・関心なし」と分類している。また、上述して
いるように、質問項目は 26 項目あるが、報告書内に記載している結果と図表については、その中
でも来場者の全体傾向を示しているもののみ抜粋、掲載している。 

 
① 回答者属性 
・性別は、男性が 50.3％、女性が 49.5％となっていた。 
・年代は、40 代が 25.1％と最も高く、全体の 4 分の 1 を占める。また、次いで 30 代が 23.8％、

20 代が 19.2％となっている。 
・お住まいの地域は、さいたま市内と回答している方が 35.9％と最も高い。次いで、東京都と回

答している方が 32.7％、さいたま市を除く埼玉県内と回答している方が 12.4％と続く。また
10 代を除き、20〜70 代以上の傾向を見ると、年代が高くなればなるほど、さいたま市内と回
答する割合が高くなっている。 
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■性別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■年代 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■お住まいの地域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

50.3

100.0

37.0

42.4

46.6

61.2

53.3

54.7

38.5

43.1

58.1

50.2

55.7

59.3

63.0

49.4

66.7

75.0

49.5

100.0

63.0

56.9

53.4

38.8

46.7

45.3

61.5

56.9

41.9

49.4

44.3

40.7

37.0

50.5

33.3

25.0

0.1

100.0

0.7

0.4

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 その他

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

3.6

2.7

4.6

100.0

4.1

7.5

2.4

1.6

7.4

3.5

6.7

19.2

16.2

22.1

100.0

100.0

12.6

17.2

25.3

24.6

25.9

18.5

19.4

16.7

12.5

23.8

22.0

25.6

100.0

20.1

21.5

28.2

26.2

14.8

27.8

23.3

30.0

37.5

25.1

30.5

19.7

100.0

21.9

30.1

26.1

23.0

33.3

25.9

25.3

20.0

25.0

16.0

17.0

15.1

100.0

17.8

14.0

13.9

18.0

11.1

20.4

16.2

13.3

12.5

7.1

7.7

6.5

100.0

11.2

6.5

3.7

6.6

3.7

5.6

7.3

3.3

5.2

4.0

6.5

100.0

12.3

3.2

0.4

3.7

1.9

4.9

10.0

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

35.9

30.8

41.2

40.7

23.6

30.3

31.4

40.0

56.6

84.6

100.0

35.9

36.7

37.5

12.4

14.3

10.5

25.9

11.1

11.2

14.9

10.8

11.3

7.7

100.0

12.1

20.0

12.5

32.7

32.6

32.6

100.0

22.2

43.1

38.8

34.0

28.3

17.0

2.6

100.0

33.1

30.0

12.5

8.1

9.0

7.3

3.7

10.4

9.0

7.4

9.2

7.5

100.0

8.0

3.3

37.5

3.6

4.2

3.0

7.4

4.9

2.2

4.8

2.5

1.9

2.6

100.0

3.7

3.3

7.2

9.0

5.4

6.9

8.4

7.4

9.2

5.7

2.6

100.0

7.3

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

さいたま市内 埼玉県内(さいたま市を除く） 東京都 神奈川県 千葉県 その他

＊0.0％は非表示 

＊0.0％は非表示 

＊0.0％は非表示 
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② 詳細結果 
■「さいたま国際芸術祭 2023」の来場回数 
・全体の 79.6％が「今日が初めて」と回答した。また、文化への興味・関心がある来場者のうち、

21.0％が 2 回以上来場している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「さいたま国際芸術祭 2023」の認知経路 
・「家族・友人・知人から」知った来場者が 26.0％と最も高く、次いで「SNS」が 24.4％、「WEB・

HP」が 20.6％となった。知り合いやインターネット等、クチコミがきっかけとなる来場者が
多いことがうかがえる。 

 
  

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

79.6

81.2

77.9

100.0

85.2

95.1

85.4

80.3

70.8

56.6

46.2

61.0

80.6

92.2

91.8

92.6

92.6

78.9

90.0

100.0

10.0

10.6

9.4

11.1

2.1

6.7

10.1

16.7

22.6

15.4

16.7

12.9

4.1

6.6

3.7

5.6

10.5

5.5

3.7

7.3

2.1

3.9

4.8

7.5

9.4

20.5

10.0

4.3

2.9

1.6

3.7

1.9

5.5

6.7

1.7
0.8

2.7

3.7

1.1

0.5

3.3

3.8

7.7

4.1

1.1

0.4

1.7

3.3

0.8

0.8
0.8

1.1

1.6
0.8

1.9

0.4

0.8

2.4

2.9

1.9

0.7

1.7

2.7

0.8

7.5

10.3

6.3

1.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今日が初めて 2回目 3回目

4回目 5回目 6回目以上

＊0.0％は非表示 

※降順ソート 

全体（n=749） 
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■「さいたま国際芸術祭 2023」の来場理由 
・「文化芸術に関心があるから」が 54.3％と最も高く、次いで「好きな作家の作品があるから」

が 20.8％、「WEB・HP・SNS 等のインターネットを見て関心を持ったから」が 17.9％となっ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■文化芸術への興味・関心度合い 
・文化芸術への興味・関心について、興味・関心が「非常にある」「ややある」の回答を合わせ

ると 95.0％となる。 
・特に 50 代、60 代の来場者は興味関心が高く、いずれも 6 割を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

54.3

20.8

17.9

13.2

8.0

7.9

7.3

6.3

4.1

3.3

2.1

1.1

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

文化芸術に関心があるから

好きな作家の作品があるから

WEB ・HP・SNS 等のインターネットを見て
関心を持ったから

家族・友人・知人に誘われたから

TV・ラジオ・新聞・雑誌などのマスコミに取り上げられているのを見て
関心を持ったから

家族・友人・知人に勧められたから

ポスターやパンフレット、掲示物を見て関心を持ったから

参加したいプログラムがあったから

市の広報誌を見て関心を持ったから

仕事・学校行事で

偶然通りかかって

市の広報誌の折り込みチラシを見て関心を持ったから

その他

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

52.9

48.3

57.4

100.0

51.9

50.0

52.8

46.3

63.3

66.0

46.2

47.6

45.2

58.0

59.0

59.3

59.3

55.7

42.1

44.8

39.4

40.7

45.8

40.4

49.5

32.5

32.1

43.6

47.2

47.3

38.0

34.4

37.0

37.0

44.3

4.0

5.3

2.7

7.4

3.5

5.1

3.2

3.3

1.9

7.7

4.1

6.5

3.7
1.6

3.7

3.7

100.0

0.8

1.1

0.5

0.7
1.1

1.1

2.6

1.1

0.4

3.3

75.0

0.3

0.5

0.6

0.8

1.1

1.6

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常にある ややある どちらとも言えない あまりない 全くない

※降順ソート 

全体（n=749） 

＊0.0％は非表示 
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■芸術祭、美術館・美術展への来場頻度 
・全体の 38.5％が月に 1 回以上、芸術関連の施設へ足を運んでいる。 
・お住まいの地域別で見ると、東京都在住、一都三県以外に在住の人は来場頻度が高い（各 51.8％、

57.4％）。 
・また、文化芸術への興味・関心度別に見ると、『興味・関心あり』の人は 40.4％であるのに対

し、「興味・関心なし」の人で月 1 回以上足を運ぶ人は 0 人だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

38.5

36.6

40.2

100.0

29.6

30.6

37.6

36.7

52.5

52.8

23.1

25.7

26.9

51.8

41.0

40.7

57.4

40.4

3.3

33.2

30.5

36.1

33.3

43.8

36.5

31.9

21.7

28.3

28.2

35.7

36.6

31.0

34.4

25.9

27.8

34.3

16.7

14.8

15.9

13.7

7.4

11.8

10.1

17.0

19.2

11.3

33.3

21.9

10.8

10.2

14.8

22.2

3.7

13.9

30.0

37.5

8.0

10.6

5.4

14.8

4.2

11.2

9.6

4.2

3.8

12.8

10.8

10.8

4.5

6.6

7.4

7.4

7.6

13.3

25.0

1.7

1.6
1.9

3.7

2.8
1.1

1.6

0.8

3.8

2.6

2.2
1.2

1.9

1.3

13.3

3.7

4.8

2.7

11.1

6.9

3.4

3.2

1.7

2.6

3.3

12.9

1.2

3.3

3.7

1.9

2.5

23.3

37.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

月に1回以上 2-3ヵ月に1回程度

半年に1回程度 1年に1回程度

2-3年に1回程度 芸術祭、美術館・美術展には（ほとんど）行かない

＊0.0％は非表示 
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■来場時の同伴者 
・さいたま国際芸術祭の来場者のうち、半数近くがひとりで訪れていた。次いで、友人・知人と

の来場が 17.5％、夫婦での来場が 14.6％となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■来場時の同伴人数 ※回答者自身を除き、何名で来場しているか 
・年代別で見ると、年齢層が高くなるにつれ、ひとりで来場する割合が高くなる傾向が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48.1

17.5

14.6

10.8

8.1

0.4

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとり

友人・知人

夫婦

子供を含む家族

恋人

親戚

その他

※降順ソート 

全体（n=749） 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

48.1

53.6

42.3

100.0

33.3

38.9

43.8

45.7

60.8

60.4

66.7

53.2

45.2

41.2

39.3

51.9

66.7

48.0

50.0

50.0

40.7

37.9

43.7

44.4

54.9

43.3

34.0

35.8

35.8

28.2

34.6

44.1

46.5

54.1

37.0

25.9

40.6

40.0

50.0

6.1

4.2

8.1

22.2

2.8

7.3

8.5

2.5

3.8

5.1

7.4

7.5

6.5

1.6

3.7

1.9

6.0

10.0

4.5

4.0

5.1

2.8

4.5

11.2

0.8

4.1

3.2

4.9

4.9

7.4

5.6

4.8

0.5

0.3

0.8

0.7

1.1

0.5

0.7

0.8

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０人 １人 ２人 ３〜５人 ６人以上

＊0.0％は非表示 
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■滞在日数 
・全体の 95.2％が日帰りでの鑑賞だった。 
・お住まいの地域別で見ると、一都三県以外在住の来場者のうち、6 割以上が 2 泊以上滞在して

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■宿泊場所 
・宿泊した来場のうち、約７割がさいたま市以外での宿泊であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

95.2

95.0

95.4

100.0

100.0

97.9

93.8

93.6

95.0

94.3

97.4

100.0

100.0

99.2

98.4

100.0

38.9

95.1

96.7

100.0

3.1

3.2

3.0

1.4

4.5

4.3

2.5

1.9

2.6

0.8

1.6

37.0

3.1

3.3

0.9

1.1

0.8

1.1

2.1
0.8

13.0
1.0

0.3

0.3

0.3

0.8
1.9

3.7

0.3

0.5

0.5

0.5

0.7

0.6

0.8

1.9

7.4
0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日帰り 1泊2日 2泊3日 3泊4日 4泊以上 その他

＊0.0％は非表示 

30.6 69.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さいたま市 それ以外
全体（n=36） 
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■来場までの交通手段 
・来場者の 7 割が電車を使って来場している。「その他」には「自転車」、「新幹線」との回答が

あった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■購入したチケットの種類 
・全体の 67.0％が 1DAY チケット、23.5％がフリーパスを購入したと回答した。 
・年代別で見ると、10 代を除き、年代が上がるにつれてフリーパスを購入する割合が高くなっ

ている。 

 
 
 
 

72.2

9.7

3.2

0.0

9.5

0.0

0.7

7.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

電車

自家用車

路線バス

高速バス・ツアーバス

徒歩のみ

タクシー

飛行機

その他

全体（n=749） 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

67.0

69.8

64.2

100.0

59.3

86.8

75.8

66.5

54.2

45.3

30.8

41.3

63.4

84.9

93.4

70.4

88.9

66.8

73.3

62.5

23.5

21.5

25.6

14.8

4.2

16.9

26.6

37.5

39.6

51.3

47.2

23.7

6.9

4.9

18.5

3.7

24.1

13.3

12.5

1.5

1.6

1.3

3.7

1.1

1.1

0.8

3.8

7.7

3.0

3.2

1.3

3.3

12.5

8.0

7.2

8.9

22.2

9.0

6.2

5.9

7.5

11.3

10.3

8.6

9.7

8.2

1.6

11.1

7.4

7.9

10.0

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1DAYチケット フリーパス 購入していない（メイン会場には行っていない） その他

＊0.0％は非表示 



91 
 

■チケット料金の評価 
・チケット購入者のうち、69.2％がチケット料金について「適正である」と回答している。 
・お住まいの地域別で見ると、「高い」「やや高い」と回答した割合は、さいたま市内在住の人は

18.5％であるのに対し、埼玉県内（さいたま市以外）在住の人は 38.3％となった。さいたま市
内外で、20％近くの差が見られる。 

 
■運営スタッフの対応評価 
・全体の 7.5 割以上が「大変良い」「やや良い」と回答している。 
・年代別で見ると、特に 10 代、20 代のうち 8 割以上が運営スタッフの対応を肯定的に評価して

いることがうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

678

男性 344

女性 333

その他 1

10代 20

20代 131

30代 165

40代 175

50代 110

60代 45

70代以上 32

さいたま市内 238

埼玉県内( さいたま市を除く） 81

東京都 225

神奈川県 60

千葉県 24

その他 50

興味・関心あり 646

どちらとも言えない 26

興味・関心なし 6

1DAYチケット 502

フリーパス 176

購入チケッ
トの種類

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

4.3

4.4

4.2

2.3

2.4

2.3

8.2

4.4

21.9

6.3

7.4

2.2

8.3

2.0

4.0

11.5

4.0

5.1

18.6

19.5

17.7

15.0

15.3

20.0

18.3

23.6

24.4

3.1

12.2

30.9

19.1

26.7

16.7

18.0

17.8

38.5

16.7

20.9

11.9

69.2

67.2

71.2

100.0

75.0

81.7

68.5

72.6

59.1

51.1

59.4

67.2

59.3

73.8

70.0

66.7

74.0

70.1

46.2

66.7

70.3

65.9

3.8

3.8

3.9

10.0

0.8

4.2

2.9

2.7

11.1

9.4

5.5

4.0

3.3

4.0

4.0

3.0

6.3

4.1

5.2

3.0

4.8

4.0

6.4

8.9

6.3

8.8

2.5

0.9

8.3

2.0

4.0

3.8

16.7

1.8

10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高い やや高い 適正である やや安い 安い
＊0.0％は非表示 

＊0.0％は非表示 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

50.6

47.5

53.9

85.2

54.2

50.6

52.1

45.0

37.7

41.0

48.0

54.8

49.8

57.4

59.3

48.1

51.5

33.3

37.5

25.5

27.6

23.2

100.0

3.7

29.9

28.7

27.1

21.7

17.0

25.6

21.9

25.8

29.4

19.7

22.2

33.3

25.2

33.3

25.0

19.6

21.2

18.1

11.1

14.6

17.4

17.6

27.5

30.2

25.6

22.7

17.2

18.0

21.3

18.5

14.8

19.3

26.7

25.0

2.4

2.1

2.7

1.7

1.6

4.2

11.3

2.6

4.1

1.1

2.0

1.6

2.5

0.5

0.5

0.5

1.4

0.8

2.6
1.1

1.9
0.4

3.3

1.3

1.1

1.6

1.7

1.6

0.8

3.8

2.6

2.2

1.1

0.8

1.9

1.1

3.3

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変良い やや良い どちらとも言えない やや悪い 大変悪い 分からない・非該当

＊0.0％は非表示 
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■希望する開催時期 
・全体の 79.0％が「秋〜冬」での開催を希望している。 
・お住まいの地域別で見ると、一都三県以外在住の人は「いつでも良い」の割合が 20.4％と、他

地域よりも高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「さいたま国際芸術祭 2023」の全体的な評価 
・全体の 73.5％が「大変良い」「やや良い」と回答しており、満足度の高さがうかがえる。 
・年代別で見ると、年代が低いほど「大変良い」の割合は高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

3.1

3.2

3.0

3.7

4.9

3.9

3.2
0.8

1.9

3.0

2.2

3.7

7.4

3.7

3.1

3.3

4.0

4.5

3.5

3.5

3.9

3.2

4.2

5.7

10.3

3.7

3.2

3.3

3.3

13.0

4.1

3.3

79.0

77.2

80.9

100.0

77.8

73.6

75.3

85.1

83.3

75.5

79.5

80.3

87.1

77.1

90.2

81.5

53.7

78.9

80.0

87.5

2.7

2.7

2.7

7.4

3.5

2.2

2.1

2.5

3.8

2.2

1.1

3.3

3.7

7.4

2.8

10.1

10.9

9.4

11.1

13.2

12.4

5.9

8.3

13.2

10.3

10.0

5.4

11.4

4.9

7.4

20.4

10.4

6.7

1.1

1.6

0.5

1.4

2.2

0.5

0.8

0.7

1.1

1.2

1.6

1.9

0.7

6.7

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

春〜夏 夏〜秋 秋〜冬 冬〜春 いつでも良い 分からない
＊0.0％は非表示 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

42.7

43.2

42.0

100.0

63.0

56.3

44.4

41.5

36.7

28.3

15.4

34.6

40.9

47.8

52.5

44.4

51.9

44.0

16.7

25.0

30.8

29.4

32.3

25.9

26.4

37.6

33.0

25.8

26.4

30.8

32.0

31.2

31.8

29.5

29.6

22.2

30.5

36.7

37.5

23.2

23.3

23.2

11.1

16.0

16.3

23.9

30.0

35.8

48.7

26.4

28.0

19.6

14.8

22.2

25.9

22.5

36.7

37.5

2.4

3.7

1.1

0.7

1.1

1.6

5.8

7.5

2.6

4.8

0.8

3.3

3.7

2.1

10.0

0.8

0.3

1.3

0.7

0.6

1.7

1.9

2.6

2.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変良い やや良い どちらとも言えない やや悪い 大変悪い

＊0.0％は非表示 
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■「さいたま国際芸術祭 2023」の開催効果 
・開催したことでどのような効果があるかを聞いたところ、「文化芸術の振興」が 73.2％と最も

高く、次いで「埼玉県・さいたま市の PR」が 40.5％、「都心や地域の活性化」が 27.2％となっ
た。 

・一方、「文化面での国際貢献」など、海外にかかわる 4 項目については全体の 2 割を下回る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「さいたま国際芸術祭 2023」が与える影響 
・全体の約 6 割が、来場することで「芸術や文化への関心度が高まった」と回答しており、次い

で「国内の芸術や文化にもっと触れてみたい」が 31.8％、「さいたま市内の芸術や文化にもっ
と触れてみたい」が 21.8％と続く。国際芸術祭を通して、来場者の芸術・文化に対する興味・
関心を高めることにつながっていることがうかがえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

73.2

40.5

27.2

25.8

16.3

10.3

6.1

2.5

5.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

文化芸術の振興

埼玉県・さいたま市のPR

都心や地域の活性化

教育効果

文化面での国際貢献

国際交流の促進

海外からの観光客誘致

海外からのイベントや会議の誘致

特になし

その他

※降順ソート 

全体（n=749） 

59.8

31.8

21.8

9.6

6.5

8.8

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

芸術や文化への関心が高まった

国内の芸術や文化にもっと触れてみたいと思った

さいたま市内の芸術や文化にもっと触れてみたいと思った

諸外国の芸術や文化にもっと触れてみたいと思った

自分自身も創作活動を始めようと思った

特になし

その他

※降順ソート 
全体（n=749） 
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■次回の開催における来場意向 
・全体の約 8 割が「必ず行くと思う」「行くと思う」と回答している。 
・年代別で見ると、来場意向がある割合が 40 代で最も高く、84.6％を占める。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■さいたま市のイメージ 
・さいたま市を「文化的なまち・芸術のまち」とイメージするか聞いたところ、「非常にする」

「ややする」を合わせた回答は 33.8％、「あまりしない」「全くしない」を合わせた回答は 35.4％
と、イメージする割合・しない割合は大きな差がなかった。 

・年代別で見ると、「文化的なまち・芸術のまち」とイメージする割合は 60 代が最も高く、54.7％
を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

31.4

31.8

30.7

100.0

37.0

22.2

30.3

30.9

35.0

45.3

38.5

45.7

28.0

20.8

31.1

25.9

16.7

32.3

13.3

12.5

47.9

46.7

49.3

44.4

57.6

45.5

53.7

41.7

35.8

33.3

36.1

55.9

57.1

52.5

51.9

44.4

48.7

33.3

37.5

19.5

19.9

19.1

18.5

20.1

23.0

15.4

21.7

15.1

20.5

16.0

15.1

21.6

14.8

22.2

38.9

18.3

46.7

25.0

1.1

1.6

0.5

1.1

1.7

3.8

5.1

1.9

1.1

0.4

1.6

0.6

6.7

25.0

0.1

0.3

2.6

0.4

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必ず行くと思う 多分行くと思う どちらとも言えない 多分行かないと思う 絶対に行かないと思う
＊0.0％は非表示 

749

男性 377

女性 371

その他 1

10代 27

20代 144

30代 178

40代 188

50代 120

60代 53

70代以上 39

さいたま市内 269

埼玉県内( さいたま市を除く） 93

東京都 245

神奈川県 61

千葉県 27

その他 54

興味・関心あり 711

どちらとも言えない 30

興味・関心なし 8

文化芸術へ
の興味、関

心

全体

性別

年代

お住まいの
地域

6.0

6.9

5.1

3.7

5.6

3.4

4.8

9.2

9.4

12.8

8.2

5.4

4.5

4.9

7.4

3.7

6.2

3.3

27.8

26.8

28.6

100.0

40.7

26.4

23.6

26.6

28.3

45.3

23.1

31.6

33.3

23.7

29.5

22.2

18.5

28.3

20.0

12.5

30.8

29.2

32.6

29.6

26.4

29.8

32.4

33.3

24.5

46.2

29.4

30.1

33.1

26.2

25.9

37.0

30.9

30.0

25.0

28.6

30.8

26.4

18.5

35.4

32.0

30.3

23.3

20.8

12.8

25.3

25.8

30.2

32.8

40.7

31.5

27.8

43.3

37.5

6.8

6.4

7.3

7.4

6.3

11.2

5.9

5.8

5.1

5.6

5.4

8.6

6.6

3.7

9.3

6.8

3.3

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常にする ややする どちらとも言えない あまりしない 全くしない
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（ⅲ）【参考】調査票（全 3 ページ） 

 

調査員No.

Ｑ１．本日の「さいたま国際芸術祭2023」への来場は何回目ですか。（○はひとつ）

Ｑ２．「さいたま国際芸術祭2023」について、「どこで」もしくは「何で」お知りになりましたか（お聞きになりましたか）。（○はいくつでも）

Ｑ３．あなたが本日「さいたま国際芸術祭2023」にお越しになった理由をお聞かせください。（○はいくつでも）

Ｑ４．あなたの文化芸術への興味、関心について教えてください。（○はひとつ）

Ｑ５．あなたは芸術祭、美術館・美術展にどのくらいの頻度で行きますか。（○はひとつ）

Ｑ６．これまで（2023年10月以降）に鑑賞した「さいたま国際芸術祭2023」の会場、もしくは参加されたプログラム会場を全て教えてください。（○はいくつでも）

　　　

Ｑ７．「さいたま国際芸術祭2023」で鑑賞したの作品/展示、もしくは参加されたプログラムの中で最も興味をひいた会場名を教えてください。
　　　※分かれば展示の名称もお答えください。

さいたま国際芸術祭2023　来場者調査

調査
日程

調査
時間

1.10時～　2.11時～　3.12時～　4.13時～ 調査
地点

  1.  旧市民会館おおみや No.

5.14時～　6.15時～　7.16時～　8.17時～   2.　氷川の杜ひろば

はじめに　「さいたま国際芸術祭2023」についてお伺いします

最も興味を
ひいた会場

1. 今日が初めて 2. 2回目 3. 3回目 4. 4回目 5. 5回目 6. 6回目以上

1. 文化芸術に関心があるから 2. 好きな作家の作品があるから 3. 参加したいプログラムがあったから

4. 家族・友人・知人に誘われたから 5. 家族・友人・知人に勧められたから 6. 仕事・学校行事で

7. ポスターやパンフレット、掲示物を見て関心を持ったから 8. WEB・HP・SNS等のインターネットを見て関心を持ったから

9. TV・ラジオ・新聞・雑誌などのマスコミに取り上げられているのを見て関心を持ったから

10. 市の広報誌を見て関心を持ったから 11. 市の広報誌の折り込みチラシを見て関心を持ったから

12. 偶然通りかかって 13. その他 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. 非常にある 2. ややある 3. どちらとも言えない 4. あまりない 5. 全くない

1. 月に1 回以上 2. 2-3ヵ月に1回程度 3. 半年に1回程度 4. 1年に1回程度

5. 2-3年に1回程度 6．芸術祭、美術館・美術展には（ほとんど）行かない

1. 旧市民会館おおみや 2. 氷川の杜ひろば（大宮図書館） 3. RaiBoC Hall（市民会館おおみや）

4. うらわ美術館 5. 岩槻人形博物館 6.鉄道博物館

7. 大宮盆栽美術館 8. 埼玉県立近代美術館 9. さいたま市文化センター

10. 漫画会館 11. その他 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

- （展示名： ）

1. 駅にあるポスターや掲示物 2. 駅にあるチラシ・パンフレット 3. 市役所等の公共施設にあるポスターや掲示物

4. 市役所等の公共施設にあるチラシ・パンフレット 5. 商店やスーパー等にあるポスターや掲示物、チラシ・パンフレット

6. 新聞 7. 雑誌・フリーペーパー 8. TV 9. ラジオ 10. WEB・HP

11.SNS 12. 家族・友人・知人から 13. 市の広報誌 14. 市の広報誌の折り込みチラシ

15. 偶然通りかかって 16. その他___________________________________
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Q８．本日、「さいたま国際芸術祭2023」にはどなたと来られましたか。（○はいくつでも）

Q９．同行者数を教えて下さい。（○はひとつ）※ひとりで来た場合は0人を選択

Q１０．今回の滞在日数を教えて下さい。（○はひとつ）また、宿泊をされた方は宿泊費・宿泊場所を教えてください。（それぞれ○はひとつ）

Q１１．本日、「さいたま国際芸術祭2023」へお越しになるまでの交通手段を教えて下さい。（当てはまるものすべてに○）

Ｑ１２．「さいたま国際芸術祭2023」のご来場にあたり、使われた金額、またはこれから使う予定の金額を教えてください。（回答者1人当たりの金額）

　　（※総額、総額のうちさいたま市での支出額を全ての項目でご回答ください／基本的には一人あたりの金額を記載）

Ｑ１３－１．購入したメイン会場のチケットは、次のうちどれですか。（○はひとつ）

Ｑ１３－２．【Ｑ１３－１で「１」または「２」と回答した方】メイン会場のチケット料金についてどう思われましたか。（○はひとつ）

Ｑ１４．運営スタッフの対応についてどう思われましたか。（○はひとつ）

円 電車、バス、ガソリン代、航空券代、駐車場代等

支出内容 【総額】支出額 【さいたま市内】支出額 備考

②
飲食費
※1人当たりの金額

￥

総支出

額のうち

→

円①
移動にかかる交通費
※全て往復で記載・駐車場代を含
む

￥

円

③
お土産購入費
（具体的に：　　　　　　　　　　　）

￥

総支出

額のうち

→
円

円 雑貨、衣料品、お菓子等

④ 施設入館料・利用料 ￥

総支出

額のうち

→

円

円 映画館、遊園地、観劇料金等円
総支出

額のうち

→

円 パックツアー料金等
総支出

額のうち

→

円⑤
その他
（具体的に：　　　　　　　　　　）

￥

1. ひとり 2. 夫婦 3. 子供を含む家族 4. 親戚 5. 恋人 6. 友人・知人

7. その他 ____________________________________________________________

1. 大変良い 2. やや良い 3. どちらとも言えない 4. やや悪い 5. 大変悪い 6.分からない・非該当

1. ０人 2. １人 3. ２人 4. ３～５人 5. ６人以上

1. 日帰り

6.その他 _____________________________________________________________

1. 電車 乗車駅：（ 駅） 下車駅：（ 駅）

2. 自家用車 約（ ） キロ

3. 路線バス 乗車バス停（ ） 下車バス停:（ ）

4. 高速バス・ツアーバス

5. 徒歩のみ

6. タクシー

7. 飛行機

8. その他 ____________________________________________________________

Q10-1【宿泊費】（どちらかに○）

1.宿泊費合計：[ 円] ／[ 人分]

2.パッケージ旅行代に含まれている

Q10-2【宿泊場所】（どちらかに○）

1.さいたま市

2.それ以外

2. 1泊2日

3. 2泊3日

4. 3泊4日

5. 4泊以上

(     泊）

1. 1DAYチケット 2. フリーパス 3. 購入していない（メイン会場には行っていない） 4．その他

1. 高い 2. やや高い 3. 適正である 4. やや安い 5. 安い
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Ｑ１５．「さいたま国際芸術祭」の開催にあたって、開催時期として最もふさわしいと思う時期はいつですか。（○はひとつ）

　

Ｑ１６．「さいたま国際芸術祭2023」の全体的な評価についてお聞かせください。（○はひとつ）

Ｑ１７．「さいたま国際芸術祭2023」にはどのような効果があると思いますか。（○はいくつでも）

Ｑ１８．「さいたま国際芸術祭2023」によって、あなた自身はどのような影響を受けましたか。（○はいくつでも）

Ｑ１９．次回「さいたま国際芸術祭」が開催される場合、行きたいと思いますか。（○はひとつ）

Ｑ２０．次回の開催に期待すること、要望など

Ｑ２１．あなたはさいたま市を「文化的なまち・芸術のまち」とイメージしますか。（○はひとつ）

Ｆ１．性別 F２．年代

Ｆ３．職業

Ｆ４．未既婚

Ｆ５．お住まいの地域

最後に、あなたご自身のことについてお伺いします

以上で終了です。　　お忙しいところご協力頂き誠にありがとうございました。

1．未婚 2．既婚

1. 会社役員／経営者 2. 会社員 3. 派遣社員 4. 自営業／自由業 5. 公務員

6. パート／アルバイト 7. フリーター 8. 専業主婦・主夫 9. 学生 10. 年金生活者／無職

11. その他 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. 10代 2. 20代 3. 30代 4. 40代 5. 50代 6. 60代 7. 70代以上1．男性 2．女性 3．その他

1. さいたま市内 2. 埼玉県内(さいたま市を除く/具体的な市 市) 3. 東京都

4. 神奈川県 5. 千葉県 6. その他（具体的に： 都・道・府・県 ）

1. 春～夏 2. 夏～秋 3. 秋～冬 4. 冬～春 5.いつでも良い 6. 分からない

1. 大変良い 2. やや良い 3. どちらとも言えない 4. やや悪い 5. 大変悪い

1. 芸術や文化への関心が高まった 2. 諸外国の芸術や文化にもっと触れてみたいと思った

3. 国内の芸術や文化にもっと触れてみたいと思った 4. さいたま市内の芸術や文化にもっと触れてみたいと思った

5. 自分自身も創作活動を始めようと思った 6. 特になし

7. その他 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_______________________________________________________＿＿＿

1. 文化芸術の振興 2. 教育効果 3. 国際交流の促進 4. 文化面での国際貢献

5. 海外からの観光客誘致 6. 海外からのイベントや会議の誘致 7.埼玉県・さいたま市のPR 8.都心や地域の活性化

9. 特になし 10. その他 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

1. 必ず行くと思う 2. 多分行くと思う 3. どちらとも言えない 4. 多分行かないと思う 5. 絶対に行かないと思う

1. 非常にする 2. ややする 3. どちらとも言えない 4. あまりしない 5.全くしない
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（３）有識者インタビュー 
（ⅰ）実施概要 

① 調査概要 
・文化芸術に関する専門的な知識、見識を有している方 4 名、都市計画や観光に関する専門的な

知識、見識を有している方 4 名、計 8 名へのヒアリングを行い、さいたま国際芸術祭 2023 に
対する評価や今後の展開に向けたアドバイスをいただいた。 

・今回は、大きく分けて「基本構想と開催内容の整合性」「さいたま国際芸術祭 2023 をご鑑賞さ
れてみての評価、ご感想」「SNS などの広報活動、およびオンラインでの発信についてご意見」
の３つのテーマに基づいて、ご意見をいただいた。 

 
② インタビュー対象者 

 
 
 
 
 
 
 
 

氏名 所属 専門分野・研究内容 ヒアリング日時 ヒアリング方法

1 藤田 直哉 文芸評論家 2023年12月11日 対面による聞き取り

2 山野 真悟 NPO法人黄金町エリアマネジメントセンター事務局長 2023年12月13日 対面による聞き取り

3 朝倉　はるみ 淑徳大学　教授

基本構想・計画 実施計画・個別計画 経営力強化・財源確
保 地域資源の発見・発掘 地域資源の磨き上げ
観光コースや体験プログラムの作成
観光地マーケティング 地場産業等との連携 キャッシュレス
観光における危機管理

2023年10月20日 オンラインによる聞き取り

4 千葉　千枝子 淑徳大学　教授

実施計画・個別計画 観光協会・DMO 人材育成 経営力強
化・財源確保 地域資源の発見・発掘 地域資源の磨き上げ
観光コースや体験プログラムの作成
特産品の開発 地場産業等との連携 ・魅力づくりなど

2024年12月18日 オンラインによる聞き取り

5 港 千尋 多摩美術大学　教授 あいちトリエンナーレ2016芸術監督　写真家 2024年1月12日 オンラインによる聞き取り

6 髙松　正人 観光レジリエンス研究所　代表 「観光地マーケティング」、「地域資源の保全と活用」、「観光公
害・オーバーツーリズム」、「観光における危機管理」 2023年12月15日 対面による聞き取り

7 小林　茂雄 東京都市大学　教授

建築と都市の光環境計画と評価
空間心理
環境とコミュニケーション
落書き、グラフィティと都市問題

2023年12月11日 対面による聞き取り

8 チェ　ソンキョン 東京工業大学　特任講師

空港運用・計画
観光計画
防災対策
観光客行動分析

2023年12月12日 オンラインによる聞き取り
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③ インタビュー内容 
■ 基本構想と開催内容の整合性 
(ア) 「さいたま文化」の創造発信 

・事業目的(文化発信・人材・まちの活性化)と芸術祭の開催内容の整合性が図られていたか 
・さいたま市の独自性や特色が作品に反映されているとともに、市民への訴求が出来てい

ると感じられたか 
・市民等が参加したプロジェクトに関する評価 

(イ) さいたま文化を支える「人材」の育成 
・「ディレクターの公募や公募キュレーター、若手アーティストの起用について」に対す

る評価 
・さいたまアーツセンタープロジェクトにおける「ワークショップの実施内容」に対する

評価 
・公募プログラムの内容、募集方法についての評価 

(ウ) さいたま文化を活かした「まち」の活性化 
・街なかで展開したプロジェクトに関する評価 
・市民サポーター活動に対する評価 

(エ) 市民参加型として今後の方向性に関するご意見 
(オ) 市の独自性、特色に関するご意見 

 
■ さいたま国際芸術祭 2023 をご鑑賞されてみての評価 
(ア) 交通の利便性、街中での展開、開催エリア 
(イ) 作品の鑑賞のしやすさ、推奨フロア回遊順路の設定 
(ウ) 作品の規模数、アーティスト数、プロジェクト数 
(エ) メイン会場の有料化、チケット料金 
(オ) スタッフの対応 
(カ) 芸術祭会期、開場時間 
(キ) 次回国際芸術祭開催事業の規模についてのご意見 

 
■ SNS などの広報活動、およびオンラインでの発信についてご意見 
(ア) Facebook、Instagram、X（旧 Twitter）、YouTube による情報発信 
(イ) WEB サイト（公式サイト）の見やすさ 
(ウ) ガイドマップやチラシの見やすさ、分かりやすさ 
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（ⅱ）調査結果 
＜「さいたま国際芸術祭 2023」全体について基本構想と開催内容の整合性＞ 
（ア）「さいたま文化」の創造発信 

事業目的(文化発信・人材・まちの活性化)と芸術祭の開催内容の整合性が図られていたか 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・掲示している写真を毎日替える、スクリーンに投影している作品を日々更新する等、遠方から一度来

た人だけではなく、さいたま市の人のために開催しているという意図を感じた。 
・2020 年度と比較をすると、今回は、大宮の街全体が（商店街など）芸術祭を盛り上げているような

印象を受けた。 
・アーティストの展示だけでなく、いろいろな街の人が関わって、展示やイベントが作り上げられてい

ると感じた。 
・埼玉県立近代美術館に展示されていた、さいたまの国道や殺風景な風景を絵にした古川勝紀さんの作

品や、地域にあるような家をハイパーリアリズムのように描いた作品等、自分たちの周りにある環境
を芸術的なまなざしで見て、そこに芸術的価値を見出して発信しているように感じた。 

・小ホールで流れている、学生たちと歌を歌っている動画は、プロフェッショナルの歌手でなく学生た
ちが歌っていることに意味があると感じた。 

＜▲課題／改善点＞ 
・目[mé]の展示に関しては、「さいたま文化を創造や発信する」という意味の発信にはなっていない。 
・時間がかなりたっぷりあるような高齢の方々が、フラッと来ている様子で、市民の積極的な参加は感

じられなかった。 
・埼玉県外まで情報が発信されているか疑問があり、情報発信できていると言い切れない。 
・今回ポスターのデザインが白地でシンプルであり、数が少なかったため、なかなかお祭りの雰囲気を

醸し出すことができていないのではと思った。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・会期期間だけでなく、会期期間外でも継続して組織作りするのはどうか。 

⇒芸術祭の開催以外の事業も行うことで、「文化を支える人材育成」につながるのではないか。 

 

 

さいたま市の独自性や特色が作品に反映されているとともに、市民への訴求が出来ていると感じられ
たか 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・だいぶ古くから使われている旧市民会館おおみやの魅力や建物の古さを、作品や展示と上手く絡めて

いる。 
・劇場を用いて子どもたちが合唱をするような場面を撮っていて、子どもたちを巻き込み、さいたま市

じゃないと生まれないような作品が作られている。 
・空間を活用した作品が比較的多い。こういったものは都市部や一般の美術館・博物館では見られない

印象を受けた。 
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＜▲課題／改善点＞ 
・一般的な、どこの地域に行っても同じような絵はあるがこの地域の固有性、特殊性、アイデンティ

ティみたいなものに触れるような部分があまり分からなかった。 
・さいたまとの関連性があまりない作品も多く見受けたように感じる。 
・さいたま市の様子を使っていると思われる動画が流れていたが、解説がないため、「作品を撮っ

た場所」や「作品が何を伝えたいのか」が分からない。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・さいたま市との関係が深いアーティストが毎回芸術祭に参加すると、地域の人も安心して参加し

やすくなるのではないか。 
・さいたま市で作品を作った過程等も見せると良い。 
・さいたま市の独自性をテーマとし、ある程度主催者側の意図を芸術家にお話ししたうえで、作品

を作ると良い。 

 
 
市民等が参加したプロジェクトに関する評価 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・大宮図書館で、これまでに行った SACP の活動の様子を展示していたのは、市民プロジェクトが活発

に動いている印象を受けた。 
・沢山のプロジェクトが行われていること自体が良いことだと思う。 
・アートプロジェクトでやっていた、ポートレイトプロジェクトがすごく印象に残った。一般の営みや

生活している市民に光を当てているところが、上野で見る芸術鑑賞とは違うと感じた。 

＜▲課題／改善点＞ 
・創発 in さいたまが市民にとって一番関わりやすそうだが、「何をしているのか？」が伝わりにくい。 
・平日に行われているプロジェクトが少ない。平日にもコンスタントに人が来るよう考えるほうがよい。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・プロジェクト名を、何をしているのかパッと分かるようなネーミングにすると良い。 
・市内の飲食店に、「芸術祭特別メニュー」を出してもらい、芸術祭を PR してもらうといった方法はど

うか。 
・市民プロジェクトの拠点となる場所を作ってはどうか。 

⇒市民とアーティストの壁をなくすため、市民が自由に出入りできる拠点を作り、市民とアーティス
トをつなぐ窓口となれたら良いのではないか。 
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（イ）さいたま文化を支える「人材」の育成 
「ディレクターの公募や公募キュレーター、若手アーティストの起用について」に対する評価 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・すごく著名なアーティストだけでなく、若手でこれから伸びていく可能性のあるアーティストを採用

するのはいいと思う。 
・目[mé]が全体のディレクションを行うことで、全体の統一感のある、意図が分かりやすく伝わるもの

になったと思う。 
・市民と取り組む目[mé]の作風が上手く活きていた。さいたま市と組まなければできない面白いことが

実現できていた。 
・「芸術家を育てよう」という機運が感じられて良いと思う。 

＜▲課題／改善点＞ 
・誰が何をしているのか・どんな企画をやっているのか分かりにくい。 
・今回の演出はキュレーターの思いがかなり込められているように感じられ、ちょっと斬新すぎるので

はと思う。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・さいたま市の街とアーティストの作品を一体化させるために、アーティストとは異なる視点から、市

民と作品のつながりを考えられる人（地域とのつながりや場所の使い方を考えられる人）をもう一人
のディレクターとして立てるのはどうか。 

 
 
さいたまアーツセンタープロジェクトにおける「ワークショップの実施内容」に対する評価 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・ご家族連れが一緒になって会話をしながら、非常に親御さんが嬉しそうな顔をされていて楽しまれて

いる様子が伝わった。 
・芸術家と参加者が一緒に何かを作ったり、過程を一緒に楽しんだりすることは、参加者の満足度が高

まると思う。 
・子ども向けの企画は、子どもと一緒に親が来るため、親世代の人にも見てもらうことができ、より多

くの人を動かすことにつながると思う。 
・氷川参道でお年寄りがグッズを売っているブースは、子どもたちが集まっていた。 

＜▲課題／改善点＞ 
・「祭り」という名前にしては、芸術に関わりのない一般の人が巻き込まれていないと思う。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・もっと市民が面白がるような、ポップで参加しやすい内容が良いのではないか。 
・アーティストやディレクターと市民が直接触れる機会を、もう少し増やしても良かったのではと思

う。 
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公募プログラムの内容、募集方法についての評価 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・子ども向けアートの鑑賞会は、子どもに将来のアートファンになってもらう種付けの意味ですごく良

いと思った。 
・芸術寄りにするか・催事に寄せるかのせめぎ合う具合が良かった（芸術寄りにしてしまうと、芸術に

普段あまり馴染みがない客層が敬遠するため）。 
・新しいアイデアを持っていても、発表する場がないアーティストを、公募によって採用していくのは

良い試みだと思う。 

＜▲課題／改善点＞ 
・公募プログラムの会場が分散しており、遠方からの来場者は足を運びにくい。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・メイン会場の作品と、テーマやクオリティの齟齬がないよう、間に入って助言する役割の人を入れ

ると良いのでは。 

 
 
（ウ）さいたま文化を活かした「まち」の活性化 

街なかで展開したプロジェクトに関する評価 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・交通広告があったので、一部だけでなく、さいたま市全体で盛り上がっているように感じた。 
・図書館前のオブジェや、芸術祭のために作られたものでなくても街中にアート作品らしいものがあ

り、参道を歩く楽しみになりそう。 

＜▲課題／改善点＞ 
・作品の展示場所や大きさによっては、足を止めてもらうのが難しい。 
・メイン会場以外で、作品の前で足を止めている様子は見られなかった。 
・ワークショップや、参道でテーブルを広げている様子を見たが、一人ぽつんとしており人が集まって

いなかった。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・街中のもっと目立つ場所に作品を置いてはどうか。 
・宿泊を伴うモデルコースが案内にあると良い。 

⇒実施会場が広範囲なため１日で回りきるのは難しいため。また、来場にあたって宿泊が伴う場合、
経済効果が増すのではないか。 
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市民サポーター活動に対する評価 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・芸術イベントでのボランティア活動で育った人の中には、アートに近い職業に就く人たちが現れ、文

化・芸術を支える人材が生まれる可能性があるため、市民サポーター活動は継続すべきだと思う。 
・2020 年度の芸術祭から、さいたま市民の自発的な参加が根付いていると感じられる。 
・サポーターが、スタッフと鑑賞者との境目の境界にいるような雰囲気になっているところが良いと思

う。 

＜▲課題／改善点＞ 
・市民が参加している様子が見えず、市民サポーター活動が伝わりにくい。 
・サポーターが会場にいるのか分かりにくい。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・市民が参加したことによってクオリティがどうなったか、内容がどう深まったか、どう豊かになった

かということを、来場者に伝える役割が必要。 
・さいたま国際芸術祭のエンブレムをつける、スタッフジャージを作る等、参加を称えるようなものを

身に着けられるとサポーターのやりがいが増すのではないかと思った。 

（エ）市民参加型として今後の方向性に関するご意見 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・さいたま市民の展示から、他の地域よりも創作意欲やエネルギー・遊び心が強いと感じた。 

＜▲課題／改善点＞ 
・市民による作品展示と、メイン会場でのアーティストによる展示の間で、クオリティとしても空間と

しても距離があると感じた。 
・参加した市民の意図や熱量が、展示を通して伝わりにくい。 
・会期まで時間が空くため、ノウハウを持っている（2023 年度の芸術祭に参加していた）市民がまた

集まれるのか疑問。参加者の満足度はどれくらいなのか、リピーターとなってくれているのか検証し
てはどうか。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・絵の大好きな市民や子どもたちの絵、音楽、パフォーマンスが披露できる機会をより多く作ると良い。 

⇒現代芸術なのかよく分からない展示が多かった。市民が前に出る機会を与えたほうが、より市民と
の接点を作れるのではないか。 

・アーティストが独立した作品をつくって展示するだけでなく、市民と協同して現場で造り上げるよう
な作品がもう少し増えても良いのではと思う。 

・市民が参加するのは勿論だが、関東圏内もしくは日本全国から人を呼べるような仕組みづくりを始め
るべきではないか。例えば、頻度を減らし、４年に 1 回でもっと大規模に開催する等。 
⇒空港や港湾がないといったところが埼玉県の１つのフックになる。『翔んで埼玉』の映画も上手く

いっており、次の集客ステージに移る段階ではないかと思った。 
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（オ）市の独自性、特色に関するご意見 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・大宮駅〜会場の位置関係がとても良い。会場までの参道で、新しいものと築何十年経っている建物が

あり、大宮の歴史を感じることができた。 

＜▲課題／改善点＞ 
・さいたま市の中にも特色が全く異なるエリアがあるため、一概に「さいたま市の特色」を挙げるのは

難しいのではないか。 
・さいたま市をテーマにしたイベントであるものの、さいたま市をテーマにした出展は少ないように感

じた。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・展示の中に、さいたま市の基本的な情報を入れてはどうか。 

⇒さいたま市の特色を知らない人が事前にインプットできれば、展示・作品を見たときにさいたま市
の特色が反映されていると分かるので良いのでは。 

・さいたま市内の各エリア（大宮区、浦和区等）のローカルな特徴を見せる展示をしてはどうか。 
⇒さいたま市の中でも、「大宮区」「浦和区」とでは全く異なる特徴がある。例えば、大宮は昔からの

宿場町である特徴を活かして、宿場の歴史に紐づいた芸術等をフィーチャーできると良いのでは。 
・特産品や伝統工芸品の即売会や注文できるブースを設置してはどうか。 

⇒さいたま市をもっと知ってもらい、次回のさいたま市への訪問を促す仕掛けになるのではと思う。 

 
 
＜「さいたま国際芸術祭 2023」をご鑑賞されてみての評価＞ 
（ア）交通の利便性、街中での展開、開催エリア 

＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・大宮駅から参道を歩くことができ、地域性を感じられて良い。 
・さいたま新都心駅から会場へ向かうと、未来都市的な無機質なところから神社の参道へ移動してい

き、紅葉がきれいな場所を通って会場へ到着する、という景色が面白かった。 
・市民の生活圏でアート作品を見ることが可能になっており、非常に良い。 
・広域で開催しており、芸術祭が市内の複数地域に訪問するきっかけになると思う。 

＜▲課題／改善点＞ 
・会場が散らばっており、メイン以外の会場を１日で回るのは難しい。 
・2020 年度の芸術祭は、作品が街の中に有機的に溶け込んでおり（飲み屋街の床に書かれていた、最

果タヒさんの詩等）、導線が作られている印象があったが、今回はそれが少なかった。 
・会場までの誘導、標識、案内があると良かった。 
・初めて訪れる人には、駅から会場までの距離感がつかみにくいのでは。 
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＜💡次回に向けての提案＞ 
・メイン会場の周辺に、鑑賞できるものを 10 カ所ほど設置してみてはどうか。 

⇒メイン会場を鑑賞した人が、当日中にさいたま市の街中を回るきっかけになると思う。 
・会場を回るにあたってモデルコースを作ってはどうか。 
・鑑賞にかかる目安時間を、事前に提示してはどうか。 

（イ）作品の鑑賞のしやすさ、推奨フロア回遊順路の設定 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・順路は分かりにくいが、それを承知のうえで意図的に分かりにくくしていることが素晴らしい。 
・能動性と主体性を観客に委ねる展示としては、探検する楽しみがあり面白かった。 
・配置の仕方が上手く考えられていて、あまりバラバラな感じがしない。旧市民会館おおみやの構造を

よく分かっており、会場の見せ方や、ルートの作り方がすごく手の込んだ会場の設置だったと思う。 
・大ホールの「見る」「見られる」関係を逆転できるような様子が非常に面白かった。 

＜▲課題／改善点＞ 
・人によっては、どれが作品なのか分からず「あまり作品がない」という印象になる可能性がある。 
・作品に集中するという意味では、動線の分かりにくさが問題になるのではと思う。 
・目[mé]のことをよく理解している人は、展示の仕方が彼らの特徴的なやり方である分かるが、目[mé]

の作品を知らない人は戸惑うのではないか。 
・お年寄りには、階段を上がったり下りたりする動作の負担が大きい。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・作品ごとに、所要時間が分かるような記載があると良いのではと思う。 
（急ぎの人や一度出て再入場する人等が計画を立てるため） 
・作品の解説など、芸術作品なのか判断できるものや、意図が伝わるものを置いてはどうか。 

（ウ）作品の規模数、アーティスト数、プロジェクト数 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・会場の構成自体が 1 つの作品なので、場所、空間、歩き方等、いろいろな区切り方を含めてそれは作

品となり、全てのある場所（メイン会場）に作品で満たされているという感じがする。 
・観客席から舞台の裏等、会場内が大きな作品になっていると考えると、密度は高くて良いと思う。 
・詰め込みすぎず、ガラガラでもない、ちょうどよい作品数だった。 
・古い建物を再利用した見せ方として洗練されたスタイルだと思った。 
・外国人のアーティストが多く、グローバルさが感じられ良かった。 
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＜▲課題／改善点＞ 
・もっと多くて良い。わざわざ遠くから来る人にとっては、１日中鑑賞できるくらいの個数を展示した

ほうが良い。 
・どれが作品なのか判断できず、作品の規模感や数が判断できない。 
・少なかったように感じるが、メイン会場全体を 1 つの作品として捉えるなら、丁度良いくらいだと思

う。 
・大ホールでは時々イベントが行われているが、常設の展示部屋は６か所ほどしかないため、作品数を

増やしたほうが良い。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・作品数・会場数は多いが、移動に時間がかかり１日で回りきるのが難しい。メイン会場とその近隣施

設を中心に作品数を増やしてはどうか。 

（エ）メイン会場の有料化、チケット料金 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・メイン会場の料金としては妥当だと思う。舞台や演劇の鑑賞料金は別途とっても良いのではないか。 
・他の展示会だと 1,500〜2,000 円前後で見られるので、1Day チケットの料金は納得。 

＜▲課題／改善点＞ 
・高校生や大学生、芸術に興味がない人が「ちょっと見てみたい」と思って鑑賞するには躊躇するので

はと思う。 
・メイン会場のみでフリーパス 5,000 円だと、ターゲット（商圏）が絞られる。メイン会場以外の会場

にも無料で入れるなら、お得感を感じると思う。 
・有料会場を会期中 3、4 回見ないと全部回れない、というような規模だったらあり得る金額だと思う

が、メイン会場を 2 時間ほどで見終えてしまうので高いと思う。 

＜💡次回に向けて(有料化について)の提案＞ 
・チケット代のうち、数百円分を地域のお店で使えるクーポンにしてはどうか。 

⇒市内のお店に来店客が増え、さいたま市への還元につながる。 
・平日は無料、週末のイベントが多い時は有料にする等、日によって料金を変えてはどうか。 

（オ）スタッフの対応 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・順路が分からず話しかけた時は、丁寧に説明してくれた。 
・どこに行けば良いか分からないとき、他の作品をお薦めしてくれた。 
・会場内に人の配置が多く、丁寧さを感じた。 
・階段ではベビーカーの運搬を手伝う等、対応が良かった。 
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＜▲課題／改善点＞ 
・来場者の主体性に委ねているのか、困っていそうな人がいてもスタッフから声をかけていなかった。 
・折角スケーパー等行っているのなら、スタッフがもっと怪しげな雰囲気で居ても面白いかもしれな

い。 
・ミハイル・カリキスの作品を見る前、「ミハイル・カリキスとは何か？」と建物入口のスタッフに聞

いたところ、「私は中に入っていないので分かりません」、「作者の名前か何かじゃないですか」と回
答があり、スタッフの対応として大丈夫なのか気になった。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・よりしっかりと応対ができるよう、スタッフにマナーや来場者対応のトレーニングをしてはどうか。 
・イベントで来場者に対して案内ができるよう、サービス業（ホテル、観光案内所等）で働いた経験が

ある人が、スタッフに加わってはどうか。 

（カ） 芸術祭会期、開場時間 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・ネット等で紹介された・人から薦められた人が来場するまでに十分な時間だと思うので、ちょうど良

いのではないか。 
・金曜日は 20 時まで開いており、フレキシブルな対応が良いと思う。 
・今年は特に暖かく、土日が晴れていたので 10 月〜12 月の開催が丁度良かった。 
・展覧会シーズンなので、その時期に合わせるのは妥当である。 

＜▲課題／改善点＞ 
・「17 時 30 分に閉館」との放送がかかり、追い出されたような気がした。 
・平日は 18 時に閉館するため、仕事や学校帰りの人がふらっと立ち寄るには難しい時間設定だと思う。 
・秋はイベントが多く、次々に始まると関心が移ってしまうので会期は１か月くらいが良い。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・大宮駅は平日利用者が多いと思われるので、仕事終わりの人が立ち寄れる時間まで開場してはどう

か。 

（キ） 次回国際芸術祭開催事業の規模についてのご意見 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・メイン会場の規模は、鑑賞時間 2〜3 時間くらいでちょうど良い。 
・海外アーティストの作品やコンサート等があったため、2020 年度の芸術祭と比べると活気を生んで

いたと思う。 
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＜▲課題／改善点＞ 
・会場数は沢山あるが、祭としての祝祭感を重視する場合、今の規模だと小さいと思う。 
・一般の人が足を運ぶのに、エリアを絞ったほうが深い興味を持てる。 

⇒駅の数を少し減らした上で、かつお薦めルートを提示してもらったほうが、観光の面ではもっとア
ピールできると思う。 

・バリアフリー等の配慮した会場作りを組み込むようにしたほうが良い。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・コクーンシティのネオンサインやイルミネーションとつなげた企画を実施し、芸術祭の「祭り感」を

作り出してはどうか。 
・メイン会場と別で、サブレベルくらいの会場を 1〜2 つ作ってはどうか。 

⇒街の中に小規模の会場が散らばっていると、どういった順番で回れば良いか来場者が悩むため。 

 
 
＜SNS などの広報活動、およびオンラインでの発信についてご意見＞ 
（ア）Facebook、Instagram、X（旧 Twitter）、YouTube による情報発信 

＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・【X（旧 Twitter）】作品の内容等の、断片的なものの紹介は面白かった。 
・【Facebook】さいたま国際芸術祭の情報は、芹沢高志さんの個人アカウントからパフォーマンス

アーツ系のものに関する情報をマメに発信していらっしゃった印象が強い。 
・【YouTube】動画から、芸術祭の規模感が分かりやすかった。 

＜▲課題／改善点＞ 
・国際芸術祭の SNS アカウント自体が知られているのか疑問。 
・掲載されている情報量が少なかった。 
・実際の来場者の声が投稿されているにもかかわらず、それを公式 SNS アカウントとして取り込めて

いないと感じた。 
・【YouTube】12 月（インタビュー時）にチャンネルを確認したところ、動画の更新が 1 か月前だった

ので、閲覧者としては寂しさを感じると思う。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・芸術家からのメッセージや制作過程の話を、毎日更新してはどうか。 

⇒完成した作品は会場で見られるが、裏側の部分（材料、素材、技術）を SNS で見られるとより面
白いと思う。 

・【YouTube】流行を考慮すると、1 日 1 つでもショート動画を流すと宣伝につながるのでは。 
・来場者からどういった反応があったか、という情報を更新してみてはどうか。 

⇒人は他の人が観て面白かったというものを聞き、そこに行ってみようと思うことが多いため。 
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（イ） WEB サイト（公式サイト）の見やすさ 
＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・見やすいと思う。特に気になることはなかった。 
・PC の画面で見るとすごく見やすい、良いサイトだった。 

＜▲課題／改善点＞ 
・メイン会場へのアクセスが分かりにくかった。 
・情報が多すぎて、どこに何か載っているかが分かりにくい。 
・演劇等のチケットを取る際、予約したら会場での受け取りが必要であることが、初めての人には分か

りにくいと思う。 
⇒他のイベントでは、Web 予約して直ぐ Web 上で発行される番号等で入場できることが多いため。 

・その場所に何の展示があるのか、何日の何時から何時まで開催されているのか等、未知な状態で行こ
うとしている人にとって知りたい情報が、上手く発信されていない。 

・スマートフォンでアクセスすると、字が小さくて見えなかった。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・来場者の滞在時間や興味関心に応じて、おすすめルートを案内する AI の生成をしてはどうか。 

 
（ウ） ガイドマップやチラシの見やすさ、分かりやすさ 

＜◎良かった点／評価できる点＞ 
・ガイドマップは、イベント情報等全体が一目で分かるので良い。 
・「分かりやすさ」よりもディレクターのコンセプトをはっきり打ち出しているように見える。 
・情報が多すぎないため読むのが楽だった。 
・エリア別の会場が分かる地図は良かった。 
・ガイドマップは A3 用紙の二つ折りなので、コンパクトで持ちやすい。 

＜▲課題／改善点＞ 
・「その日にどこで何があるのか」が読みとりにくい。 

⇒作品によって展示している日・場所が異なるため。スタッフに聞いて教えてもらったが、スタッフ
も同じチラシを見ながら探していたため。 

・マップを見て会場が沢山あるのは分かるが、説明がないまま断片的な情報が載っている印象があり、
どこからどう見れば良いか分からない。 

・マップは実際の地上と連動させるべき。 
⇒マップに載っているが、実際の建物がなく会場が分からない箇所があった。 

・ご高齢の方が読むことを考慮し、文字を大きくしたほうが良い。 

＜💡次回に向けての提案＞ 
・マップ内の会場をジャンル毎（イベント系、展示系等）や開場日毎で色分けする、フォントを変える

等して、ぱっと見てイベント概要を把握できるものを作ってはどうか。 
・メイン会場以外の市民プロジェクトについてまとめられた冊子を作り、フロアマップと一緒に配布し

てはどうか。 
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（ⅲ）【参考】インタビューヒアリングシート（全６ページ） 

 

Ｑ１-１．「さいたま国際芸術祭2023」で鑑賞、もしくは参加されたアートプロジェクト会場、またはエリア

《評価理由》

《評価理由》

市民等が参加したプロジェクトに関する評価をお聞かせくださ
い。

例）創発inさいたま、さいたまアーツセンタープロジェクト2023＊（SACP2023＊）、
アーツさいたま・きたまち、公募プログラム、応援プロジェクト、市民サポーター事業　な

ど

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

1
.
「
さ
い
た
ま
文
化

」
の
創
造
発
信

事業目的(文化発信・人材・まちの活性化)と芸術祭の開催内容
の整合性は図られていましたか。

大変
そう思う

やや
そう思う

どちらとも
言えない

あまり思
わない

全く思わ
ない

不明／
非該当

さいたま市の独自性や特色が作品に反映されているとともに、
市民への訴求が出来ていると感じられましたか。

非常に感
じられた

やや
感じられ

た

どちらとも
言えない

あまり感
じられな

い

全く感じら
れない

不明／
非該当

《評価理由》
※事業目的：さいたま国際芸術祭は３つの目的【さいたま文化の創造発信／人材の育成／まちの活性化】のために開催し、活力ある都市の実現
に結び付けるもの。

基本構想の考え方と実施計画及び芸術祭の催しの整合性

Ｑ1.「基本構想と開催内容の整合性」に対する評価をお聞かせください。

質問内容 1 2 3 4 5 6

さいたま国際芸術祭2023　インタビューヒアリングシート

はじめに　「さいたま国際芸術祭2023」の鑑賞についてお伺いします

インタビュー日時：　2023年　　　　　月　　　　　日（　　） 　　　　　　　　　　　様

鑑賞、もしくは参加されたアートプロジェクト会場、
またはエリア

Ｑ１-２．「さいたま国際芸術祭2023」で鑑賞、もしくは参加されたプロジェクトの中で、最も気に入ったプロジェクト名

 作品名もしくはアートプロジェクト名
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《評価理由》
公募プログラム：市民参加型の芸術祭として、市内のアーティスト又は団体を公募選考により決定し、国際芸術祭と連携してテーマに沿ったプロ
ジェクトを展開。

2
.
さ
い
た
ま
文
化
を
支
え
る
「

人
材
の
育
成

」

《評価理由》
さいたまアートセンタープロジェクト：日常的にアートに親しむ習慣を養い、芸術祭の会期終了後も、市民による文化芸術活動の場を創出することを目的としている。
プログラムは主に水・金・土曜日に開催され、さいたま所縁のアーティストと共に協働し、「日常生活の中でアートに参加できる機会」を2019年8月から継続的に実施して

いる。

「公募プログラムの内容、募集方法」
についての評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

さいたまアーツセンタープロジェクト2023*における「ワーク
ショップの実施内容」に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

非常に
悪い

不明／
非該当

《評価理由》
ディレクターの公募：「さいたま文化の創造・発信を担う人材の育成」という趣旨に照らし、公募選考を実施。若手映画監督である遠山昇司氏をディレクターに選出した。
市民プロジェクトキュレーター：公募により選出されたキュレーター・戸塚　愛美氏により、未来の活躍が期待される新人作家、若手作家に焦点をあて、新たな才能を発
掘、紹介する機会が創出することを目的としたもの。大宮図書館を主な会場として展開。

「ディレクターの公募や市民プロジェクトキュレーター、
若手アーティストの起用について」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

質問内容 1 2 3 4 5 6
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市民参加型として今後の方向性に関するご意見

市の独自性、特色に関するご意見

質問内容 1 2 3 4 5

【ご意見】

【ご意見】

「市民サポーター活動」に対する評価をお聞かせください。
大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

3
.
さ
い
た
ま
文
化
を
活
か
し
た
「

ま
ち

」
の
活
性
化

「街なかで展開したプロジェクト」
に関する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

《評価理由》

《評価理由》
サポーター活動によって文化芸術活動を通したコミュニティ形成に資するものであるか。

6
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どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

《評価理由》

「作品の鑑賞のしやすさ、推奨フロア回遊順路の設定」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

さいたま国際芸術祭2023をご鑑賞されて（コロナ禍での実施あたり）

Q2.「さいたま国際芸術祭２０２３」をご鑑賞されてみての評価をお聞かせください。

評価項目 1 2

非常に
悪い

不明／
非該当

《評価理由》
※有料化(設定金額)に対する意見も伺いたい。

「メイン会場の有料化、チケット料金」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

「交通の利便性、街中での展開、開催エリア」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

《評価理由》

「作品の規模数、アーティスト数、プロジェクト数」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

非常に
悪い

不明／
非該当

《評価理由》

3 4 5 6
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4 5 6

次回国際芸術祭開催事業の規模についてのご意見をお聞かせください。

【ご意見】
・次回国際芸術開催事業の規模についてのご意見
・会場に関するご意見
・実施体制に関するご意見

SNSなどの広報活動、およびオンラインでの発信

《評価理由》

《評価理由》

「芸術祭会期、会場時間」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

「スタッフの対応」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

評価項目 1 2 3
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Q3.SNSなどの広報活動についてご意見をお聞かせください。

SNSなどの広報活動、およびオンラインでの発信

《評価理由》

以上で終了です。　　お忙しいところご協力頂き誠にありがとうございました。

【Memo】

《評価理由》

「ガイドマップやチラシの見やすさ、分かりやすさ」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

「 WEBサイト（公式サイト）の見やすさ」
に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

《評価理由》
・情報発信のツールとしての評価。
・活用方法についての評価。
・今後のアドバイスがあれば。

6

 「（１）Facebook、Instagram、X（旧Twitter）、YouTubeによる情
報発信」に対する評価をお聞かせください。

大変
良い

やや
良い

どちらとも
言えない

やや
悪い

非常に
悪い

不明／
非該当

評価項目 1 2 3 4 5



117 
 

（４）パブリシティ効果 
（ⅰ）実施概要 
・さいたま国際芸術祭のメディア報道におけるパブリシティ効果（広告換算額）は、12 億円以上

と考えられる。（広告換算とは、新聞や雑誌、ＷＥＢなどの各メディアに記事掲載（広告掲載）
された場合の媒体露出効果を、各メディア広告料金をベースに料金換算したもの） 

・報道件数合計 1763 件のうち、実際に掲載・放映が確認でき、算出可能であった件数は 1761 件
であった。 

・実際に掲載・放映確認できた算出可能件数のうち、全体の約 8 割以上をＷＥＢが占めていた。 
・新聞雑誌件数 158 件の内訳として、新聞は 132 件、雑誌等は 26 件であった。 
 
① パブリシティ効果の推計方法 
・各メディアにおいて掲載・放映されたものと同じサイズ、分量で広告出稿した場合の料金の 1

件あたりの金額を算出し、その合計額をパブリシティ効果の金額とした。 
●新聞／雑誌のパブリシティ効果   ＝広告最小単価×記事面積 
●テレビ／ラジオのパブリシティ効果 ＝広告最小単価×放送時間 
●WEB のパブリシティ効果    ＝各社広告標準掲載額 
●サイネージのパブリシティ効果   ＝各社広告売値額 

※実際に掲載・放映の確認が出来たもののみを対象として算出 
※件数表記について、テレビは通常の放送と再放送それぞれで 1 件ずつ、ラジオは再放送も含

め、まとめて 1 件分とする 
 
② 調査結果 
パブリシティ効果の推計結果 
 
 
 
 
 

 
※2023 年 12 月現在 

 
 
 
 
 
 
 
 

媒体 報道／露出件数 算出可能件数 広告換算額 備考（対象期間）
新聞・雑誌等 158 158 ¥131,462,653 2023年2月〜2023年12月

WEB 1534 1534 ¥705,055,125 2022年4月〜2023年12月
テレビ 36 36 ¥347,733,339 2023年1月〜2023年12月
ラジオ 22 21 ¥41,484,500 2023年1月〜2023年12月

サイネージ 13 12 ¥18,524,000 2023年7月〜2023年12月
合計 1763 1761 ¥1,244,259,617
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（５）経済波及効果 
（ⅰ）推計結果まとめ 
以下に「さいたま国際芸術祭 2023」に伴う経済波及効果推計結果の概要を示した。 
① 消費支出の推計結果 
・アンケートにより把握した来場者１人あたりの消費額に、来場者数 375,344 人を乗じて推計し

た来場者消費額は、さいたま市内で約 14 億 9,840 万円、さいたま市外での消費額を含めた全
体で約 21 億 7,940 万円という結果であった（表１）。なお、来場者数 375,344 人は、参加者総
数 490,820 人から応援プロジェクトの参加者数 68,403 人とその他関連事業の参加者数 47,073
人を差し引いたものである（数字の詳細については 64 ページを参照）。 

・令和３年度〜令和５年度の３年間の主催者による支出額は、さいたま市内で約 4 億 1,060 万
円、全体で約 5 億 3,790 万円となっている（表２）。 

・来場者消費額と主催者支出額を合計すると、さいたま市内で約 19 億 900 万円、全体で約 27
億 1,730 万円であった（表３）。 

表１ 来場者消費額推計結果 
  
 
 
 
 
 
 
 

表２ 主催者支出額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表３ 消費支出合計 

 
 
 
 

①宿泊費 69,820,504 197,999,975

②交通費 127,616,960 567,144,784

③飲食費 445,157,984 475,936,192

④お土産購入費 116,356,640 118,984,048

⑤施設入館料、利用料 733,797,520 753,690,752

⑥その他 5,630,160 65,685,200

合計 1,498,379,768 2,179,440,951

さいたま市内 全体

来場者消費額（円）
支出費目

（円）

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 合計

事業企画費 0 59,179,027 274,947,456 334,126,483

広報関係費 0 10,143,874 63,905,037 74,048,911

委員会運営費 45,920 46,574 0 92,494

事務局運営費 447,564 1,163,075 696,548 2,307,187

合計 493,484 70,532,550 339,549,041 410,575,075

事業企画費 0 113,209,789 344,772,064 457,981,853

広報関係費 0 11,895,852 65,554,326 77,450,178

委員会運営費 45,920 46,574 0 92,494

事務局運営費 448,224 1,186,116 732,078 2,366,418

合計 494,144 126,338,331 411,058,468 537,890,943

全体

さいたま
市内

 

（円）

さいたま市内 全体

来場者消費額 1,498,379,768 2,179,440,951

主催者支出額 410,575,075 537,890,943

合計 1,908,954,843 2,717,331,894
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② 経済波及効果推計結果 
・経済波及効果の推計結果を表４に示した。 
・来場者及び主催者の消費活動に伴うさいたま市内における生産波及効果は、直接効果が約 11

億 7,540 万円、一次波及効果が約 2 億 7,910 万円、二次波及効果が約 1 億 7,420 万円であっ
た。直接効果と一次波及効果の合計は約 14 億 5,460 万円となっており、直接効果、一次波及
効果、二次波及効果の合計は約 16 億 2,870 万円となった。 

・埼玉県内における生産波及効果は、直接効果が約 15 億 6,340 万円、一次波及効果が約 3 億
9,270 万円、二次波及効果が約 2 億 3,240 万円であった。 

・直接効果と一次波及効果の合計は約 19 億 5,610 万円である。直接効果、一次波及効果、二次
波及効果の合計は約 21 億 8,860 万円であった。 

・全国における生産波及効果は、直接効果が約 25 億 4,890 万円、一次波及効果が約 17 億 2,120
万円、二次波及効果が約 8 億 5,270 万円であった。直接効果と一次波及効果の合計は約 42 億
7,010 万円であり、直接効果、一次波及効果、二次波及効果の合計は約 51 億 2,280 万円であっ
た。 

 
表４ 生産波及効果推計結果 

 
・生産波及効果：商品の需要発生に伴う様々な産業の生産誘発額 
・直接効果：自地域内で調達できる直接の需要増加額 
・一次波及効果：主催者等総支出及び来場者消費（宿泊費、交通費、飲食費、お土産購入費、

その他）による需要発生が、その他の産業にもたらす生産誘発額 
・二次波及効果：先の需要の発生により雇用者の所得が生まれるが、その雇用者が消費したこ

とによる生産誘発額 
※生産波及効果の推計には、さいたま市産業連関表、埼玉県産業連関表、全国産業連関表の平

成 27 年（2015 年）の統合大分類（37 部門）を使用した。 
 
 

来場者 1,498.4 999.0 239.9 147.5 387.3 1,238.9 1,386.3

主催者 410.6 176.4 39.3 26.7 66.0 215.7 242.4

合計 1,909.0 1,175.4 279.1 174.2 453.3 1,454.6 1,628.7

来場者 2,179.4 1,311.2 334.3 194.5 528.9 1,645.6 1,840.1

主催者 537.9 252.2 58.4 37.9 96.3 310.6 348.5

合計 2,717.3 1,563.4 392.7 232.4 625.2 1,956.2 2,188.6

来場者 2,179.4 2,073.8 1,408.7 681.5 2,090.2 3,482.5 4,164.0

主催者 537.9 475.1 312.5 171.2 483.7 787.6 958.8

合計 2,717.3 2,548.9 1,721.2 852.7 2,573.9 4,270.1 5,122.8

さいたま
市内

埼玉県内

全国

生産波及効果(百万円）

直接効果

間接効果
消費（支出）

額
（百万円）

一次波及
効果まで

合計

二次波及
効果まで

合計
一次波及

効果
二次波及

効果
合計
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（ⅱ）来場者調査による推計の前提条件 
① 宿泊者数の推計 
・表５は、89 ページに掲載の「滞在日数」及び「宿泊場所」のアンケート結果をまとめたもので

ある。表５の構成比に来場者数 375,344 人を乗じ宿泊者数を推計した。宿泊者総数は 18,041
人、さいたま市内の宿泊者数は 5,512 人であった（表６）。 

 
表５ 宿泊の有無別構成比（アンケート結果） 

  人数 構成比 

アンケート 
結果 

宿泊者総数 36 4.8% 
 うち、さいたま市内に宿泊 11 1.5% 
サンプル数 749 100.0% 

※構成比は小数点第２位を四捨五入している。 

表６ 宿泊の有無別来場者数 
 人数 

来場者数 375,344 

宿泊者数 宿泊者総数 18,041 
うち、さいたま市内に宿泊 5,512 

 
② 来場者消費額の推計 
・来場者消費額は、アンケートにより得られた費目別来場者１人あたり消費単価に来場者数の全

体を乗じて推計した（表７）。さいたま市内の宿泊費は単価 12,667 円に、市内宿泊者 5,512 人
を乗じて推計した。全体の宿泊費は単価 10,975 円に、全体宿泊者 18,041 人を乗じて推計し
た。宿泊費以外の費目については、費目別消費単価に来場者数 375,344 人を乗じて推計した。
来場者消費額の合計は、さいたま市内で 14 億 9,840 万円、全体で約 21 億 7,940 万円であった
（表８）。 

表７ 来場者１人あたりの平均消費単価（アンケート結果） 
 
 
 
 
 
 
 

表８ 費目別来場者消費額推計結果 
 

 
 
 
 
 
 

人数 消費額 人数 消費額

①宿泊費 5,512 69,820,504 18,041 197,999,975

②交通費 127,616,960 567,144,784

③飲食費 445,157,984 475,936,192

④お土産購入費 116,356,640 118,984,048

⑤施設入館料、利用料 733,797,520 753,690,752

⑥その他 5,630,160 65,685,200

合計 1,498,379,768 2,179,440,951

全体

来場者消費額（円）

375,344 375,344

支出費目  さいたま市内

①宿泊費 12,667 10,975

②交通費 340 1,511

③飲食費 1,186 1,268

④お土産購入費 310 317

⑤施設入館料、利用料 1,955 2,008

⑥その他 15 175

注１：1人あたり平均消費額は小数点第１位を四捨五入している。

支出費目

１人あたり平均消費額（円）

さいたま
市内

全体
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（ⅲ）主催者支出額による推計の前提条件 
① 消費（支出）額の産業部門への対応 
・表 8 で推計した費目別市内消費（支出）額を産業連関表の統合大分類（37 部門）に対応させ

た。来場者消費額は、アンケートで把握した費目別消費額を「2022 年旅行・観光消費動向調
査年報第 17 表（観光庁）」の旅行消費額合計の費目別構成比を用いてさらに細分化し、産業部
門に対応させた（表 12・表 13）。一方、主催者支出額はさいたま市より提供された令和３年度
〜令和５年度の収入支出予算資料の件名、摘要、相手方欄の記述を参考に対応させた（表 14）。 

 
表 12 費目別消費額の産業部門への対応（来場者消費額） 

 

さいたま市 全体

航空（長距離移動） 16,716,087 74,288,259 57 運輸・郵便　　　

新幹線・鉄道（長距離移動） 27,425,784 121,883,409 57 運輸・郵便　　　

長距離バス 1,451,895 6,452,391 57 運輸・郵便　　　

航空（短距離移動） 3,129,582 13,908,229 57 運輸・郵便　　　

鉄道･モノレール（短距離移動） 8,161,784 36,271,929 57 運輸・郵便　　　

近郊バス 916,895 4,074,789 57 運輸・郵便　　　

タクシー・ハイヤー 2,944,784 13,086,966 57 運輸・郵便　　　

船舶 2,419,508 10,752,579 57 運輸・郵便　　　

レンタカー・カーシェアリング 8,286,667 36,826,924 66 対事業所サービス

ガソリン 29,436,673 130,820,038 21 石油・石炭製品　　　

その他交通費 26,727,301 118,779,271 57 運輸・郵便　　　

宿泊費 69,820,504 197,999,975 67 対個人サービス

飲食費 445,157,984 475,936,192 67 対個人サービス

菓子類 22,245,181 22,747,491 11 飲食料品　　　　　　　

農産物 6,935,990 7,092,609 01 農林漁業

水産物 6,100,115 6,237,859 01 農林漁業

その他食料品・飲料・酒・たばこ 16,127,176 16,491,338 11 飲食料品　　　　　　　

衣類・帽子・ハンカチなど繊維製品 10,709,767 10,951,601 15 繊維製品　

靴・かばんなど皮革製品 5,935,408 6,069,434 39 その他の製造工業製品

化粧品・医薬品・写真フィルムなど 1,909,051 1,952,159 20 化学製品  　　　  　

陶磁器・ガラス製品 1,660,003 1,697,487 25 窯業・土石製品　　

その他土産代・買物代 44,733,949 45,744,070 39 その他の製造工業製品

温泉・温浴施設・エステ・リラクゼーション 88,606,489 91,008,609 67 対個人サービス

テーマパーク・遊園地 260,271,741 267,327,702 67 対個人サービス

美術館・博物館・資料館・動植物園・水族館など 79,554,927 81,711,659 63 教育・研究　　　　　

スキー場リフト 17,299,601 17,768,592 57 運輸・郵便　　　

スポーツ施設利用料 84,193,254 86,475,731 67 対個人サービス

スポーツ観戦 21,324,839 21,902,955 67 対個人サービス

舞台・音楽鑑賞 91,076,223 93,545,297 67 対個人サービス

展示会・コンベンション参加費 11,485,427 11,796,796 67 対個人サービス

レンタル料 17,247,528 17,715,108 66 対事業所サービス

その他娯楽等サービス費 62,737,491 64,438,302 67 対個人サービス

その他 5,630,160 65,685,200 69 分類不明

合計 1,498,379,768 2,179,440,951

注1：「来場者消費額」は小数点以下を非表示としている。表示された値は小数点第1位を四捨五入した値である。

交
通
費

費目
来場者消費額（円）

産業部門（37部門）対応

買
物
代

娯
楽
等
サ
ー

ビ
ス
費
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表 13 産業部門別消費額（来場者消費額） 

 
 

表 14 産業部門別消費額（主催者支出額） 

 

 
 

 
 
 
 
 

さいたま市 全体 さいたま市 全体

01 農林漁業 13,036,105 13,330,468 13.0 13.3

11 飲食料品 38,372,357 39,238,829 38.4 39.2

15 繊維製品 10,709,767 10,951,601 10.7 11.0

20 化学製品 1,909,051 1,952,159 1.9 2.0

21 石油・石炭製品 29,436,673 130,820,038 29.4 130.8

25 窯業・土石製品 1,660,003 1,697,487 1.7 1.7

39 その他の製造工業製品 50,669,357 51,813,504 50.7 51.8

57 運輸・郵便 107,193,220 417,266,414 107.2 417.3

63 教育・研究 79,554,927 81,711,659 79.6 81.7

66 対事業所サービス 25,534,195 54,542,032 25.5 54.5

67 対個人サービス 1,134,673,952 1,310,431,560 1134.7 1310.4

69 分類不明 5,630,160 65,685,200 5.6 65.7

合計 1,498,379,768 2,179,440,951 1,498.4 2,179.4

注1：「来場者消費額（円）」は小数点以下を非表示としている。表示された値は小数点第1位を四捨五入した値である。

注2：「来場者消費額（百万円）」は小数点第2位以下を非表示としている。表示された値は小数点第3位を四捨五入した値である。

来場者消費額（百万円）来場者消費額（円）
産業部門（37部門）

さいたま市 全体 さいたま市 全体

15 繊維製品 154,000 154,000 0.2 0.2

16 パルプ・紙・木製品 287,426 299,467 0.3 0.3

22 プラスチック・ゴム製品 100,585 100,585 0.1 0.1

28 金属製品 8,360 8,360 0.0 0.0

31 業務用機械 96,600 309,263 0.1 0.3

33 電気機械 67,100 67,100 0.1 0.1

34 情報通信機器 423,436 423,436 0.4 0.4

39 その他の製造工業製品 246,913,855 296,543,854 246.9 296.5

46 電力・ガス・熱供給 3,941,493 4,272,201 3.9 4.3

47 水道 788,910 788,910 0.8 0.8

53 金融・保険 24,860 72,050 0.0 0.1

57 運輸・郵便 497,936 497,936 0.5 0.5

59 情報通信 655,661 2,271,811 0.7 2.3

61 公務 92,150 92,150 0.1 0.1

66 対事業所サービス 55,467,485 129,673,302 55.5 129.7

67 対個人サービス 101,055,218 102,316,518 101.1 102.3

410,575,075 537,890,943 410.6 537.9

金額（百万円）
主催者支出額

金額（円）

合計
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（６）総括 

＜認知度調査＞ 
「さいたま国際芸術祭 2023」の認知層の割合について、会期前は全体の 12.8％であったが、会期

中は 20.7％、会期後は 21.9％と増加したことが分かった。認知経路で見ると、会期中・会期後の主
な認知経路はポスターや掲示物、広報誌の割合が大きいことや、また認知経路として「SNS」を挙
げる人が、会期中（2.4％）から会期後（13.3％）で 10.9％増加したことから、街中の広告やさいた
ま市民への広報、SNS が、認知層増加に寄与していると考えられる。 

さらに芸術祭、美術館・美術展の鑑賞頻度も会期前から会期後にかけて増加傾向が見られた。「さ
いたま国際芸術祭 2023」の認知層別で見ると、特に非認知層の鑑賞頻度が増えており、認知有無に
かかわらず、芸術に触れる機会が増えていることがうかがえる。SNS を活用し、さいたま市内の美
術館や芸術に関するイベントを周知することや、継続的に文化・芸術へ触れる機会を増やすことが、
今後の開催にあたって認知度増加につながる一助になると思われる。 

また、今年度の調査では、プログラムへの参加意向や鑑賞意向に加え、鑑賞意向がない回答者へ
「不参加意向理由」「不鑑賞意向理由」を尋ねた。会期前は「国際芸術祭に興味・関心がないため」
「文化芸術そのものに興味・関心がないため」の割合が大きいが、会期後は「プログラムに参加す
る時間がないため」「行く時間がないため」「自宅から会場まで遠いため」の割合が増加した。不参
加意向・不鑑賞意向の主な理由は、時間が経つにつれ「文化芸術への興味・関心の低さ」から「回
答者自身の時間や場所の都合」へと変化していることが分かる。鑑賞にかかる時間の目安や会場ま
でのアクセス手段（徒歩、電車、バス、車での移動）等、さいたま国際芸術祭の開催情報を周知す
ることに加えて、来場者のニーズに合わせ、来場のしやすさ、鑑賞のしやすさを意識した会場づく
りが課題になると思われる。 

＜来場者調査＞ 
回答者の属性で見ると、埼玉県や、東京都在住の方などで構成されており、年齢層は 30 代〜40

代が中心となった。「さいたま国際芸術祭 2023」の全体的な評価では、全体の 7 割が「大変良い」
「やや良い」と回答しており、満足度が高いことがうかがえる。特に 10 代・20 代・30 代で見ると、
いずれの年齢層も 8 割が「大変良い」「やや良い」と回答しており、若年層を中心に支持されている
ことが分かる。また、次回開催時の再来場意向を見ると、全体の約 8 割が「必ず行くと思う」「行く
と思う」と回答しており、再来場意向も高いことが分かる。 

一方、文化・芸術への興味・関心度別で見ると、文化・芸術への興味・関心がない層は、関心が
ある層よりも全体的な評価や再来場意向が低い。より多くの人の評価や来場意向を高めるには、文
化芸術に興味・関心がない層が興味を持てるような展示内容や情報発信をしていくことが必要にな
ると思われる。 

＜有識者インタビュー＞ 
今回、文化芸術に関する視点、また都市計画や観光に関する視点から各分野における有識者の方々

から「さいたま国際芸術祭 2023」のご意見をいただくことが出来た。「さいたま国際芸術祭 2023」
について、有識者からは特に市民プロジェクトやさいたま市民との関わりを作っている点が高く評
価されており、「さいたま市民とディレクターである目[mé]の作風が上手く活きていた」「さいたま
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市で文化・芸術を支える人材が誕生する可能性があるため、市民サポーター活動は継続すべき」と
の意見もあった。 

一方で、「さいたま市らしさ」を出すにあたり「さいたま市の特色」の定義づけが難しい、作品の
意図が伝わりにくいといった意見もあった。今年度よりメイン会場が有料になったことからも、普
段芸術に触れない来場者にとって、さいたま市らしさや作品の意図が伝わるような取組みをしてい
くことが重要である。有識者の提案として「作品の解説やさいたま市の情報を、作品と併せて展示
する」といった、さいたま市について知る機会を芸術祭の会場で作り出してみては、という意見も
みられた。また来場者の鑑賞のしやすさに配慮し「複数会場回る場合のモデルコースを設定しては
どうか」、「メイン会場以外の会場はメイン会場の周りに集め、移動に時間がかからないようしては
どうか」という提案もあった。 

また、今回の国際芸術祭よりメイン会場が有料化となった点について、「他の展示会の入場料を比
べて妥当である」という肯定的な意見があった一方、「学生や芸術に馴染みがない人にとっては高い」
「メイン会場以外の会場も無料になるなら妥当である」という意見もみられた。有識者の提案を踏
まえると、「チケットに地域のお店で使えるクーポンを付ける」「平日・土日でチケット料金を変え
る」等、来場者のメリットにつながるものを検討することも重要な視点であると思われる。 

＜パブリシティ効果および経済波及効果＞ 
パブリシティ効果と経済波及効果を合わせて「経済効果」としているが、今回の「さいたま国際

芸術祭 2023」の開催による経済効果は、パブリシティ効果（広告換算額）経済波及効果（全国）を
合わせた総額で、63 億 6,705 万円と推計される。 

パブリシティ効果については、前回と比べると算出可能件数が増加し（前回 1,454 件）、広告換算
額が前回より多い約 12 億 4,425 万円となった。 

経済波及効果については、前回は開催規模の縮小、開催期間の短縮等があったため単純に比較は
できないが、今回約 51 億 2,280 万円（全国）と、前回を上回る推計結果となった。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



125 
 

８ 助成・協賛                                   
（Ⅰ）助成 

年度 区分 交付元 金額 

令和 5 年度 
（2023 年度） 

国庫補助金 文化庁文化芸術振興費補助金（文化芸術創造拠点形成事業） 49,019 千円 

助成金 

地域の文化・芸術活動助成事業【創造（特別）プログラム】 
（一般財団法人地域創造） 

10,019 千円 
社会創造アーツファンド（Arts Fund） 
（公益社団法人企業メセナ協議会) 

 
（Ⅱ）協賛 

  区分 件数 金額 
現金協賛（協賛金額に応じて、各種広報媒体への社名ロゴ掲出などの特典付与） 44 件 15,320 千円 
現物協賛（換算金額に応じて、各種広報媒体への社名ロゴ掲出などの特典付与） 6 件 - 

計 50 件 15,320 千円 
  ※現物協賛の件数には、現金協賛の件数再掲分３件を含む。 
 
（Ⅲ）協賛企業・団体等一覧 

協 賛：ＴＯＰＰＡＮ株式会社、東日本電信電話株式会社埼玉事業部、埼玉高速鉄道株式会社、株式会社ＪＴＢ埼
玉支店、株式会社セレモニー、東武鉄道株式会社、株式会社埼玉りそな銀行、日本環境マネジメント株式
会社、株式会社武蔵野銀行、アイル・ホールディングス株式会社、株式会社クリーン工房、株式会社サイ
オー、さいたま市４医師会連絡協議会、さいたま商工会議所、株式会社佐伯工務店、株式会社タムロン、
株式会社トロンマネージメント、日本郵便株式会社、株式会社ハイデイ日高、ポーライト株式会社、毎日
興業株式会社、三井住友信託銀行大宮支店、株式会社八洲電業社、イオンリテール株式会社、ウォーター
スタンド株式会社、株式会社ＭＤＰ、株式会社中央デパート、大宮ロータリークラブ、大宮西ロータリー
クラブ、大宮シティロータリークラブ、株式会社カタヤマ、関東図書株式会社、株式会社構造計画研究
所、国際ロータリー第 2770 地区第２グループ（浦和北・さいたま中央・さいたまシティ・浦和北東・さ
いたま新都心ＲＣ）、埼玉縣信用金庫、さいたま市歯科医師会、さいたま農業協同組合、株式会社しまむ
ら、白川舞台機構株式会社、株式会社デサン、南彩農業協同組合、株式会社パレスエンタープライズ、株
式会社富士薬品、むさし証券株式会社、株式会社ムトーセーフ、株式会社ヤマコー、株式会社セイウン 

助 成：文化庁（令和５年度文化庁文化芸術創造拠点形成事業）、一般社団法人地域創造、公益社団法人企業メセ
ナ協議会（社会創造アーツファンド） 

後 援：オランダ王国大使館、ブリティッシュ・カウンシル、駐日ギリシャ大使館、デンマーク王国大使館、在日
モルドバ共和国大使館、カナダ大使館、アメリカ大使館、東日本旅客鉄道株式会社大宮支社 
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９ 実行委員会の収支状況                              
（Ⅰ）３か年収入支出決算額 

＜収入の部＞ 

区分 
令和３年度 
[2021 年度] 

令和４年度 
[2022 年度] 

令和５年度 
[2023 年度] 

合計 
[単位：円] 

市負担金 560,000 127,272,000 445,333,000 573,165,000 
 市への戻入 △65,856 △934,022 △54,998,739 △55,998,617 

小計 494,144 126,337,978 390,334,261 517,166,383 
事業収入(チケット・グッズ) 0 0 27,692,750 27,692,750 

協賛・助成金 0 0 7,839,000 7,839,000 

その他 0 353 51,639 51,992 

合計 494,144 126,338,331 425,917,650 552,750,125 

 
＜支出の部＞ 

区分 
令和３年度 
[2021 年度] 

平成４年度 
[2022 年度] 

令和５年度 
[2023 年度] 

合計 
[単位：円] 

事業企画費 
 ○アートプロジェクト関係費 
 ○市民プロジェクト関係費 
 ○連携プロジェクト関係費 
 ○会場整備・維持管理費 
 ○会場運営費     など 

0 113,209,789 353,470,367 466,680,156 

広報関係費 
 ○広報計画策定費 
 ○ウェブ関係費 
 ○広報物制作関係費 
 ○パブリシティ関係費 
 ○イベント関係費   など 

0 11,895,852 71,048,277 82,944,129 

委員会運営費 
 ○総会開催に伴う委員旅費、

会場使用料     など 
45,920 46,574 45,700 138,194 

事務局運営費 
 ○通信費、消耗品費  など 

448,224 1,186,116 1,353,306 2,987,646 

合計 494,144 126,338,331 425,917,650 552,750,125 
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（Ⅱ）年度別事業費 
（１）令和３（２０２１）年度 
＜収入の部＞ 

区分 予算額 収入額 説明 

市負担金 560,000 560,000  

 
市への戻入 0 △65,856 ○収支差額 

小計 560,000 494,144  

その他雑入 1,000 0 ○受取利息 

合計 561,000 494,144  

＜支出の部＞ 
区分 予算額 決算額 説明 

事業企画費 0 0  

広報関係費 0 0  

委員会運営費 110,000 45,920 ○実行委員会総会開催費 など 

事務局運営費 451,000 448,224 ○通信運搬費、消耗品費 など 

合計 561,000 494,144  

 
（２）令和４（２０２２）年度 
＜収入の部＞ 

区分 予算額 補正予算額 最終予算現額 収入額 説明 

市負担金 40,079,000 87,193,000 1,27,272,000 127,272,000  

 
市への戻入 0 0 0 △934,022 ○収支差額 

小計 40,079,000 87,193,000 127,272,000 126,337,978  

その他雑入 1,000 0 1,000 353 ○受取利息 

合計 40,080,000 87,193,000 127,273,000 126,338,331  

＜支出の部＞ 
区分 予算額 補正予算額 最終予算現額 決算額 説明 

事業企画費 29,941,000 84,008,000 113,949,000 113,209,789 

○開催計画策定委託費 
○アートプロジェクト及び市民

プロジェクト企画・構成・制
作管理委託費 など 

広報関係費 9,583,000 2,425,000 12,008,000 11,895,852 
○広報計画策定委託費 
○ウェブサイト制作・保守管理

委託費 など 

委員会運営費 55,000 10,000 65,000 46,574 ○実行委員会総会開催費 

事務局運営費 501,000 750,000 1,251,000 1,186,116 ○通信運搬費、消耗品費 など 

合計 40,080,000 87,193,000 127,273,000 126,338,331  
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（３）令和５（２０２３) 年度 
＜収入の部＞ 

区分 予算額 補正予算額 最終予算現額 収入額 説明 

市負担金 445,333,000 0 445,333,000 445,333,000  

 
市への戻入 0 0 0 △54,998,739 ○収支差額 

小計 445,333,000 0 445,333,000 390,334,261  

事業収入 1,000 30,050,000 30,051,000 27,692,750 ○チケット・グッズ収入 
など 

協賛・助成金 1,000 7,500,000 7,501,000 7,839,000  

その他雑入 1,000 0 1,000 51,639 ○受取利息 など 

合計 445,336,000 37,550,000 482,886,000 425,917,650  

＜支出の部＞ 
区分 予算額 補正予算額 最終予算現額 決算額 説明 

事業企画費 369,961,000 37,550,000 407,511,000 353,470,367 

〇アートプロジェクト、市民
プロジェクト制作・実施関
係費 

〇会場整備・運営関係委託費 
など 

広報関係費 73,228,000 0 73,228,000 71,048,277 
〇イベント開催費 
○ウェブサイト管理委託費 
○広報制作物制作費 など 

委員会運営費 165,000 0 165,000 45,700 〇実行委員会総会開催費 

事務局運営費 1,982,000 0 1,982,000 1,353,306 〇通信運搬費、消耗品費 な
ど 

合計 445,336,000 37,550,000 482,886,000 425,917,650  
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10 その他（実行委員会の組織・規約など）                       
（Ⅰ）実行委員会組織図 

 
 
（Ⅱ）さいたま国際芸術祭実行委員会規約 

第１章 総則 
(名称) 

第１条 本会は、さいたま国際芸術祭実行委員会(以下「委員会」という。)と称する。 
（事務所） 

第２条 委員会は、事務所をさいたま市浦和区常盤六丁目４番４号外に置く。 
（目的） 

第３条 委員会は、さいたま国際芸術祭２０２３（以下「国際芸術祭」という。）の開催に必要な準備及び開催運営
を行うことを目的とする。 
（業務） 

第４条 委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 
⑴ 国際芸術祭の開催に必要な方針及び計画の策定に関すること。 
⑵ 国際芸術祭の開催準備及び開催運営に関すること。 
⑶ 国際芸術祭に係る広報及びプレイベントの実施に関すること。 
⑷ その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること。 

第２章 組織 
（組織） 

第５条 委員会は、文化団体関係者、経済団体関係者、行政関係者、その他第３条の目的に賛同する法人又は団体の
代表者等による委員によって組織する。 
（役員） 

第６条 委員のうちに、次の役員を置く。 
⑴ 会長    １名 
⑵ 副会長  ６名 

予算 
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⑶ 監事    ２名 
２ 会長は、さいたま市長をもって充てる。 
３ 副会長は、さいたま市議会議長、さいたま商工会議所会頭、公益社団法人さいたま観光国際協会会長、さいた

ま市副市長（スポーツ文化局を担任する者）、さいたま市教育長及び公益財団法人さいたま市文化振興事業団理事
長の職にある者をもって充てる。 

４ 監事は、総会の承認を得て会長が委嘱する。 
（役員の職務） 

第７条 会長は、委員会を代表し、会務を統括する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指定した副会長

が、その職務を代理する。 
３ 監事は、委員会の業務及び会計を監査する。 

（任期） 
第８条 委員の任期は、第 22 条の規定に基づき委員会が解散するときまでとする。ただし、特別の事情があるとき

は、この限りではない。 
（顧問） 

第９条 委員会に、顧問を置く。 
２ 顧問は、埼玉県知事をもって充てる。 
３ 顧問は、委員会を円滑に運営するため、重要な事項に関し、必要な助言を行う。 

（プロデューサー） 
第 10 条 委員会に、国際芸術祭の事業を統括する責任者としてプロデューサーを置く。 
２ プロデューサーは、総会の承認を得て会長が委嘱する。 

（ディレクター） 
第 11 条 委員会に、国際芸術祭の事業企画を監督する責任者としてディレクターを置く。 
２ ディレクターは、総会の承認を得て会長が委嘱する。 

 （参与） 
第 12 条 委員会に、第４条に規定する事項に関し、専門的な観点から必要な助言を行う者として参与を置くことが

できる。 
２ 参与は、総会の承認を得て会長が委嘱する。 

第３章 会議 
（総会） 

第 13 条 委員会に、総会を置く。 
２ 総会は、委員をもって構成する。 
３ 総会は、会長が招集し、議長となる。 
４ 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

⑴ 国際芸術祭の開催に必要な方針及び計画に関すること。 
⑵ 規約の制定及び改廃に関すること。 
⑶ 事業計画及び事業報告に関すること。 
⑷ 予算及び決算に関すること。 
⑸ 有識者会議への諮問に関すること。 
⑹ その他重要な事項に関すること。 

５ 総会は、委員の過半数の出席をもって成立する。 
６ 総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
７ やむを得ない理由のため総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について書面を持って表決し、

又は代理人に表決を委任することができる。この場合において、前２項の規定の適用については、その委員は出
席したものとみなす。 

８ 会長が必要と認める場合、あらかじめ通知した事項に対する委員による書面表決をもって、総会の表決に代え
ることができる。 

９ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を総会に出席させ、意見を求めることができる。 
（有識者会議） 

第 14 条 委員会に、有識者会議を置くことができる。 
２ 有識者会議は、次に掲げる者のうち会長が任命又は委嘱する者をもって構成する。 
 ⑴ 委員 
 ⑵ その他会長が議事に必要と認める者 
３ 有識者会議に議長を置き、議長は有識者会議の構成員のうちから会長が指名する。 
４ 有識者会議は、議長が招集する。 
５ 有識者会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 
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⑴ 総会又は会長の諮問に応じ、第４条に規定する事項について調査審議すること。 
⑵ 次に掲げる重要事項について、自ら調査審議し、必要があると認めるときは、会長に意見を述べること。 

イ 国際芸術祭の開催に必要な方針及び計画の策定に関する重要事項 
ロ 国際芸術祭の開催準備及び開催運営に関する重要事項 
ハ 国際芸術祭に係る広報及びプレイベントの実施に関する重要事項 

６ 有識者会議の構成員の任期は、１年とする。ただし、再任を妨げない。 
７ その他有識者会議に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
（その他の会議） 

第 15 条 前２条に定めるもののほか、委員会に会長が必要と認める会議を置くことができる。 
第４章 専決 

（会長の専決） 
第 16 条 会長は、特に緊急を要するため総会を招集するいとまがないとき又は総会の権限に属する事項で軽易なも

のについては、これを専決することができる。 
２ 会長は、前項の規定により専決をしたときは、これを次の総会において報告し、承認を求めなければならない。 

第５章 事務局 
（事務局） 

第 17 条 委員会の事務を処理するため、さいたま市及び公益財団法人さいたま市文化振興事業団に事務局を置く。 
２ 事務局に事務局長その他必要な職員を置く。 
３ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

第６章 財務会計 
（経費） 

第 18 条 委員会の活動に必要な経費は、さいたま市負担金及びその他の収入をもって充てる。 
（会計年度） 

第 19 条 委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 
（継続費） 

第 20 条 委員会の経費をもって支弁する契約でその履行に数年度を要するものについては、予算の定めるところに
より、その経費の総額及び年割額を定め、数年度にわたって支出することができる。 

２ 前項の規定により支出することができる経費は、これを継続費という。 
（債務負担行為） 

第 21 条 支出予算の金額又は継続費の総額の範囲内におけるものを除くほか、委員会が複数年度にわたり債務を負
担する行為をするには、予算で債務負担行為として定めておかなければならない。   

第７章 解散 
（解散） 

第 22 条 委員会は、第３条の目的が達成されたときに解散する。 
２ 前項の規定にかかわらず、委員会は、清算の目的の範囲内において、その清算の結了に至るまではなお存続す

るものとみなす。 
（残余財産の帰属） 
第 23 条 委員会が解散するときに有する残余財産は、原則として、さいたま市に帰属することとし、総会で決定す
る。 

第８章 補則 
（委任） 

第 24 条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 
   附 則 
１ この規約は、令和４年１月 19 日から施行する。 
２ 委員会の設立当初の会計年度は、第 19 条の規定にかかわらず、令和４年１月 19 日から同年３月 31 日までと

する。 
附 則 

 この規程は、令和６年３月 22 日から施行する。 
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（Ⅲ）さいたま国際芸術祭実行委員会名簿                （令和６年３月３１日現在） 

職名 氏名 
顧問 埼玉県知事 大野 元裕 

 

会長 さいたま市長 清水 勇人 

副会長 

さいたま市議会議長 江原 大輔 
さいたま商工会議所会頭 池田 一義 
公益社団法人さいたま観光国際協会会長 筑波 伸夫 
さいたま市副市長 髙橋 篤 
さいたま市教育長 竹居 秀子 
公益社団法人さいたま市文化振興事業団理事長 柳沢 幸一 

委員 

埼玉県立近代美術館館長 建畠 晢 
独立行政法人国際交流基金理事 古屋 昌人 
公益財団法人東日本鉄道文化財団鉄道博物館館長 大場 喜幸 
大学コンソーシアムさいたま会長 埼玉大学 学長 坂井 貴文 
さいたま市議会文化・国際議員連盟会長 谷中 信人 
さいたま市自治会連合会会長 松本 敏雄 
さいたま市商店会連合会副会長 石川 忠久 
公益社団法人埼玉中央青年会議所理事長 清水 俊佑 
株式会社埼玉りそな銀行代表取締役社長 福岡 聡 
株式会社武蔵野銀行取締役頭取 長堀 和正 
日本郵便株式会社大宮浅間郵便局局長 新井 敏史 
東日本電信電話株式会社執行役員埼玉事業部長 市川 泰吾 
東日本旅客鉄道株式会社執行役員大宮支社長 森 明 
東武鉄道株式会社取締役常務執行役員鉄道事業本部長 鈴木 孝郎 
埼玉高速鉄道株式会社代表取締役社長 荻野 洋 
TOPPAN ホールディングス株式会社代表取締役会長 金子  眞吾 
日本放送協会さいたま放送局局長 長谷 英里子 
株式会社テレビ埼玉代表取締役社長 川原 泰博 
株式会社埼玉新聞社代表取締役社長 関根 正昌 
株式会社 FM NACK5 代表取締役社長 片岡 尚 
株式会社ジェイコム埼玉・東日本代表取締役社長 平岩 光現 
一般社団法人埼玉県バス協会会長 金井 応季 
一般社団法人埼玉県乗用自動車協会会長 小谷 彰治 
さいたま市文化協会理事長 鶴見 清一 
公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団理事長 加藤 容一 
公益財団法人埼玉県産業文化センター理事長 加藤 喜久雄 
埼玉県県民生活部長 島田  繁 
さいたま市大宮盆栽美術館館長 清水 一郎 
さいたま市岩槻人形博物館館長 田中 裕子 
さいたま市経済局長 矢口 敦彦 

 監事 
税理士法人レヴ・ナス代表社員税理士 橋本 真一 
さいたま市会計管理者 長畑 哲也 

ディレクター  現代アートチーム目［mé］ 
プロデューサー  芹沢 高志 
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（敬称略） 
（Ⅳ）企画体制  

プロデューサー：芹沢高志 
ディレクター：現代アートチーム目［mé］ 

市民プロジェクト・キュレーター：浅見俊哉、飯島浩二、松永康 
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